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序章
第 1節 研 究 の背景
第 1項 問題の所在
生徒が作文を書けないのは、様々な原因が考えられる。いくつか例を挙げる
と、何を書けばいいのか分からない、どのように書けばいいのか分からない、
書くことがあっても、語彙量が少なく適切に表現する力が乏しい、何のために、
誰に対して書くのか分からない、などである。
これらの原因が複雑に絡み合つて、生徒たちは作文を書くことができないと
考えられる。文章を書けない原因は一人一人違っているため、教師は書けない
生徒に個別で指導 していかなければならない。 しかし、当然ながらそれには限
界がある。
そのため、従来の作文指導においては、発想や題材探 し、取材や構成、記述
などの段階ごとに様々な手立てが工夫され実践されている。 しかし、記述後の
推敲の段階は、生徒自身に読み直 しをさせるぐらいで、ほとんど手立てが講 じ
られていないのが現状であろう。ただ単に推敲活動をさせるだけでは、生徒が
修正できるのは誤字脱字ぐらいである。明確な観点を持つて読み直 し、より分
かりやすい文章を作 り上げる。そ して、文章を評価する目を育成 していくため
の手立てを工夫する必要があるだろう。
また、もう一つの問題 として挙げられるのは、生徒が文章の表現方法を習得
していないことである。いくら推敲活動に手立てを講 じても、生徒 自身に文章
表現力がなければ、より分か りやすい文章にすることはできない。生徒の文章
表現力を上げるためには、作文指導を継続的に行わなければならない。
しかし、中学校の現場では、作文指導の時間をあま り確保できず、多くの場
合、読解指導を中心に単元が計画されている。そのため、作文指導を継続的に
行えない。作文指導を継続的に行 うためには、生徒が効果的に作文活動をでき
る単元構成や授業展開を考える必要がある。
例えばその1つの方法として、読解指導だけで終わるのではなく、その発展
として作文指導に取 り組むことが考えられる。つまり、「読むこと」と「書くこ
と」を密接に関連づけ、指導を行なうようにするのである。読解活動で学んだ
ことを生徒自らの文章表現に活用 していく。そうすることにより、生徒は文章
の表現方法を習得でき、米区続的に文章表現力を高めることができるであろう。
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第2項 平成20年告示の学習指導要領から
平成 20年3月に告示された中学校学習指導要領の国語科の日標に「国語を適
切に表現し正確に理解する能力を育成 し、伝え合 う力を高める」ことが示され
ているl。 さらに、『 中学校学習指導要領解説 国語編』では、各学年における「書
くこと」の中の 「推敲」や 「交流」に関する指導事項を、表 1のようにまとめ
ている2。
表1 「推敲」と「交流」の指導事項
このように、平成 20年告示の学習指導要領では、読みやすく分かりやすい文
章にするために推敲することが求められている。また、書いた文章を互いに読
み合い、自分の表現に役立てるとともに、自分の考えを広げた り深めたりする
交流活動も示されている。また、3学年の交流に関する指導事項では、他者が
書いた文章を、「論理の展開の仕方や表現の仕方などについて評価」することも
記載されている。
一方、『中学校学習指導要領解説 国語編』第2章第1節国語科の目標の解説
には、「『話すこと。聞くこと』、『書くこと』、『読むこと』の各領域の日標はそ
れぞれ独自の目標として示しているが、同時に相互に密接な関連性がある。し
たがって、各領域の目標を関連付けるとともに、指導が調和的に行われるよう
1文部科学省『中学校学習指導要領』2008 p.202文部科学省『中学校学習指導要領解説 国語編』東洋館 2008 p.17
第1学年 第2学年 第3学年
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
書いた文章 を読み返
し、表記や語句の用法、
叙述の仕方などを確かめ
て、読みやす く分か りや
すい文章にすること。
書いた文章 を読み返
し、語句や文の使い方、
段落相互の関係などに注
意 して、読みやす く分か
りやす い文章にす るこ
と。
ウ 書いた文章 を読み返
し、文章全体を整えるこ
と。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
書いた文章を互いに読
み合い、題材のとらえ方
や材料の用い方、根拠の
明確 さなどについて意見
を述べた り、自分の表現
の参考 に した りす るこ
と。
書いた文章を互いに読
み合い、文章の構成や材
料の活用の仕方などにつ
いて意見を述べた り助言
をした りして、自分の考
えを広げること。
書いた文章を互いに読
み合い、論理の展開の仕
方や表現の仕方などにつ
いて評価 して自分の表現
に役立てるとともに、も
のの見方や考え方を深め
ること。
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な配慮をする必要がある。」3とぁる。『中学校学習指導要領解説 国語編』では、
「読むこと」と「書くこと」の関連指導の必要性を指摘している。関連指導の
1つの方法として、読解活動で学んだことを生徒自らの文章表現に活用してい
くことは、有効的な方法だと考えられる。
第2節 研究の 目的
これまで述べてきた作文指導における問題点を克服するため、まず「推敲活
動」、次に「『読むこと』と『書くこと』における関連指導」、この2つの手立て
を講じる。この2つの手立てに重点を置いた作文指導を行なうことにより、生
徒が、より分かりやすい文章を書けるようにすることを目的とする。
具体的に、推敲活動においては、自己評価と相互評価活動に着目する。適切
な観点で自己評価や相互評価を行うことにより、自分の文章には何が足りない
のか理角牢できるようにする。
また、評価活動を取り入れて書き直しを行つたとしても、生徒自身に表現力
がなければ、より分かりやすい文章に書き直すことができない。そこで、学習
する教材文におけるすぐれた説明の仕方や表現方法を、生徒自らの文章表現に
活かせるようにする。
第3節 研究の計画
上記の目的を達成するため、次のような計画で研究を進める。
①より分かりやすい文章を書くために有効な手立てを明らかにする。
②中学生を想定して、導き出された手立てを組み込んだ授業を構想する。
③構想した授業に必要な教材、ワークシート、提示用資料、検証資料等を準備
する。
④授業構想を基に授業実践を行い、手立ての有効性の検証を行う。
⑤研究で得られた成果と課題を整理する。
3前掲書2に同じ p.11
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第 I章 分かりやすい文章を書く授業の構想
第 1節 推敲活動の理論と実践
第1項 推敲活動について
(1)推敲とは
まず、推敲という言葉を定義しておく。『中学校学習指導要領解説 国語編』
では推敲を以下のように定義している4。
自分の書いた文章を見直すことによって、伝えようとする事実や事柄、意見などが十
分に書き表されているかどうかを検討すること
この定義をふまえて筆者は以下のように推敲を定義する。
推敲とは、文章を見直して十分に書き表したいことが書けているか検討し、より分かりやす
い文章にするために書き直す活動のことである。
解説編では 「検討すること」としているが、本研究においては、さらに一歩
進めて 「書き直す活動」もカロえた。なお、説明的文章を書くことを想定してい
るので、目的を「より分かりやすい文章にするため」としている。
(2)推敲活動の意義
推敲活動の意義については、これまで諸家によつて様々な論が提示されてい
る。西辻正副 (2005)は自らの文章をより良いものにするためには、以下のよ
うなことが大切だと述べている5。
自らの文章をよりよいものにするためには、自分の書いた文章を客観的に見直すことによ
つて、伝えようとすることが十分に書き表されているかどうかを検討すること、さらには、
学習者相互で自分たちの思考や表現を深め合い高め合うことが大切である。
また、倉沢栄吉 (1979)も推敲活動の意義について以下のように述べている6。
作文教育において何が大事かというと、自ら考えなおし、自らそれを反省し、書きなおす
4前掲書2に同じ p.33
5西辻正副「推敲 ―自己評価 。相互評価で文章を見直す」『実践国語研究』明治図書 2005
No.262  p.134
6倉沢栄吉『作文指導の理論と展開』新光閣書店 1979 p■38
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というような反省的思考と、その反省にもとづいて、実際に書きなおすという実践力、行動
力を身につけさせることなのです。
このように、自らの文章をよりよいものにするためには、伝えようとするこ
とが十分に書き表 されているかどうかを検討することが重要である。そして、
推敲することにより、読み手の立場から自らの文章のどこを改善すべきなのか
考える。それは自分の文章を客観的に評価することになる。 したがつて、推敲
することは評価することにつながっている。首藤久義 (2004)も「推敲という
行為は、見方を変えると、自分の書くものについて自分で評価 しその評価に応
じて修正するとい う営みである。」7と述べている。
ここで「評価」という言葉について正確にとらえる必要がある。
(3)評価とは
倉沢栄吉 (1988)|ま「評価という限りにおいては、対象の持つている固有の
価値についての全体的な品定めである。」0と述べている。また、高森邦明 (1970)
は作文指導における評価について次のように述べている9。
作文指導における評価の段階は、評価活動の段階としてとらえられる。そうとらえると評価は、
教師ひとりが、提出させた作文について、添肖1、 批評、採点を行ない、返却してやることをいう
のでなくして、こどもたち自身が書き上げた作文にとり組んで学ぶ活動を行なう過程をいうこと
になる。すなわちそれは書かれた自分や他人の作文を点検したり、添削したり、批評したりする
活動をとおして、こどもたちが言語意識を深化させ、表現技能を確かなものにする過程をさすこ
とになる。
高森が述べるように、授業者の評価だけではなく、生徒自身が書き上げた作
文に取り組んで学ぶ活動を行 う過程のことでもある。つまり、教師側からだけ
ではなく、生徒が主体となって行 う評価をも意味する。一般的にも評価の主体
は教師だけではないことは言われている。それをふまえて、改めて本論文で次
のように定義 しておく。
評価 とは、授業者の評価だけではなく、生徒自身が書き上げた作文をある基準で判断 し、
生徒が主体となって行 う活動である。
7首藤久義『書くことの学習支援一場を作り個に即して書く生活の向上を助ける一』
東洋館出版社 2004 p.97
倉沢栄吉『倉澤栄吉国語教育全集 5
高森邦明 「作文指導における加筆
『国語教育研究』 謙光社 No.17
過程重視の表現指導』角川書店 1988 p.547
・批評作業の構造 ―評価活動の一類型として 」
970 p.50
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第2項 評価活動を指導する際の視点
評価活動を指導する際の視点としては以下の4つが挙げられる。
(1)評価の方法
評価の方法としては、教師による評価、自分で行 う自己評価、生徒同士で行
う相互評価がある。また、相互評価の方法には、 1対1による相互評価、グル
ープで行 う相互評価、クラス全体で行 う相互評価などが考えられる。
この相互評価を取 り入れる意義については、高森邦明 (1970)10、首藤久義
(2004)などの先行研究で述べられている。その中で首藤の論を引用 しておく11。
書き手は自分で書いたわけであるから、その文章の内容が読む前からわかつているので、どう
しても誤 りや、わか りにくさを見落としてしまいがちである。それを防ぐためには、誰かほかに
協力者を求めるとよい。
自らの文章を自分 1人で読み返すだけでは、どうしても甘い評価 となって し
まい、改善点を見つけにくい。相互評価を取 り入れ ることにより、 自分では気
づかない間違いや改善点を見つけることができる。また、他人の作文にある欠
点を見つけることによ り、そ うい う欠点を避けるように自覚 させ ることができ
る。
また、小林一仁 (1981)は、 自己評価 と相互評価の位置付けについて次のよ
うに述べている12。
推敲は本来、自分の文章について観点別に自己評価を下して練り上げるにある。相互評価、グ
ループ評価、教師による評価は、その自己評価を下すための参考意見、援助として位置付けるベ
きものである。
相互評価により、 自分では気づかない間違いや改善点を見つけることができ
る。 しか し、相互評価、グループ評価、教師による評価は、 自己評価の援助 と
して位置付けなければならない。推敲する上で大切なのは、自分の文章につい
て自己評価 し、 自分でより良い表現を考えることである。
(2)自己評価・相互評価の順序性
自己評価・相互評価を行 う1贋序には、様々な組み合わせが考えられ る。倉沢
Ю前掲書9に同じ p.52
11前掲書7に同じ pp.38‐9
2小林一仁 「推敲指導の方法と観点」『高等学校作文指導講座[中巻]作文の指導過程』
有精堂出版 1981 p.229
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栄吉(1979)は、自己評価 。本目互評価の重要度について以下のように述べている13。
重要な度合は、作者の評価―自己評価、相互評価、教師の評価という順になります。今ま
では、どちらかというと教師だけが評価権を行使していて、一方的に断定を加えていたのだ
けれども、教師はむしろ奥へ引つ込んでいて、本人がいかに評価するかということを、いつ
も刺激してやるとか、友人がみんなで、その子のいいところや特徴や、その子らしさといっ
たものを認めるようにしむけてやることのほうが大事です。これが基本的な図式だろうと思
います。
また、倉沢栄吉 (1988)はクラス全体で共同評価をさせる前に、作者に十分
自分の問題点を自覚させることが大事だと主張し、次のように述べている14。
共同評価の場合 よく見られる偏向は、常に結果主義で論議が戦わされるとい うことである。
つまり「ここが間違つた。」「これはこのほうがよい。」などとい う言葉によって、でき上がっ
ている作品の結果の表層をみんなで話 しあつて、よしあしをきめるような形になるのである。
先に述べたように、作者にプロセスの話をさせて、それから起こる作者的問題点について話
しあえば、このようなことにはならないわけである。
これらのことから分かるのは、ペアやグループなど、どのような形態による
相互評価活動を行 うにしても、その前に自己評価活動を取 り入れた方が良いと
いうことである。まず、自分の書いた文章を自己評価 し、どこに問題があるの
か考えたり、工夫 した部分を把握 したりする。その後、相互評価で助言をもら
うというや り方が良いと考えられる。
(3)評価の観点
生徒に評価する基準が無ければ、文章の良し悪 しは判断できない。そこで自
己評価 。相互評価活動を取 り入れる場合、基準となる評価の観点が必要になっ
てくる。授業者が評価の観点を設定し、あらかじめ生徒に与え、生徒はその観
点に従つて文章を評価できるようにすることが大切である。
では、授業者は評価の観点をどのように設定すればよいのだろうか。高森邦
明(1970)は、評価の観点について次のように述べている15。
文のつくりかえから、文と文のつながり、段落のまとめ、文章の構成などについて直すことは、
十二、三才以下のこどもに要求するには、むずかし過ぎる内容であり、またそれ以上のこどもに
13前掲書6に同じ p.147
14前掲書8に同じ p.174
15前掲書9に同じ pp.51‐2
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要求するとしても同時に多くを期待することはできない。当然、推考事項の分析とその難易とが
考慮されなくてはならない。
また、倉沢栄吉 (1979)は評価の観点について次のように述べている16。
書写的評価と文章の内容・思想および表現的評価とは区別しなければならないから、評価
には三つあると言つていいのではないでしょうか。一つが内容の問題、一つが表 し方の問題、
そ してもう一つが表記の問題、それぞれ違 う評価の領域があるとい うわけです。その三つを
合わせて、原則的に総合的に一本 とすべきものではない。
これらのことから、評価の観点の分析 とその難易度を考慮する必要性を示唆
している。そして、誤字脱字や文法のまちがいなどの表記面と、段落のまとま
りや文章の構成などの構成面では難易度が違い、評価の観点を設定する際、そ
れぞれ区別 しておかなければならない。
しかし、研究者や実践者によっては、評価の観点をカテゴリー分けしている
者もいれば、カテゴリー分けをせず観点だけを設定 している者 もいる。評価の
観点は研究者や実践者によつて様々に設定されてお り、評価の観点が体系的に
なつていないのが現状である。
そこで、中学校の教科書4社17と『中学校学習指導要領解説 国語編』18で推
敲の観点がどのように扱われているか分析した。次ページの表1-1は『中学
校学習指導要領解説 国語編』をもとにして、教科書で扱われている観点を筆
者が分類したものである。
この分析結果から以下の2点のことがわかる
①「主題の明確さ」という観点は4社の教科書で扱われている
『学習指導要領解説 国語編』では「主題の明確さ」という観点は扱われて
いなかった。一方、教科書4社では「主題の明確さ」について扱われている。
文章を書く際、何が言いたいのかをはつきりさせて書くことは大切であり、「主
題の明確さ」は文章を評価する上で必要な観点であると考える。
②4社の教科書すべてで扱われている観点
4社の教科書すべてで扱われている観点は、「主題の明確さ」、「文や段落の長
さ」、「文体の統一」、「誤字脱字」、「句読点や符号の使い方」であった。この5
つのうち、「主題の明確さ」、「文体の統一」、「句読点や符号の使い方」の3つは、
16前掲書6に同じ p.144r光村図書、東京書籍、教育出版、
ないので、観点の分類表 (表1
18前掲書2に同じ
三省堂の4社である。なお、学校図書は観点を掲載してい
-1)には、学校図書を抜いてある
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『学習指導要領解説 国語編』で扱われていない。 しかし、4社の教科書では
扱われてお り、この5つは推敲する上で大切な観点であると考える。
表1-1 観点の分類表
この分析結果を基に、筆者が実践授業 I・ Ⅱにおいて評価の観点を設定し、
生徒にあらかじめ提示する (本論文 p.30、p.71)。なお、どちらの実践において
も、観点の数を減 らすため、「句読点や符号の使い方」の観点は、「誤字脱字」
の中に含めて指導を行 う。
(4)推敲活動を行う段階
実習で扱 う教科書(教育出版)を見ると、作文は取材・構成・記述・推敲 0交流
の順番で指導するようになっている19。推敲や交流活動は出来上がった文章に対
して行われる。
先行研究では、推敲活動を行 う段階について、どのように言及されているの
だろうか。中冽正尭(1984)は「表現という営為の過程でのことであるから、評価
は、主題設定、取材、構想、記述のいずれにも及び、記述の前後にわたる。」と
指摘している20。 首藤久義 (2004)の論では、推敲とは評価に応 じて修正する
19『伝え合う言葉 中学国語 1』教育出版 2012 pp.162‐182
20中冽正尭「表現指導に生きる評価の実際」『国語科評価論と実践の課題』
全国大学国語教育学会編 明治図書 1984 p.101
筆者の分類 解説 光村図書 東京書籍 教育出版 三省堂
学年 1 2 3 1
?
? 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3
?
? 主題の明確 さ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
?
? わかりやすい構成 ○ 〇 ○ ○ ○
一段落一内容 ○ ○
文と文、段落と段落
のつながり
○ 〇 ○ ○
?
? 文や段落の長 さ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
文体 (常体・敬体)
の統一
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
主語 と述語の対応 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
言葉の意味の間違い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
?
? 誤宇脱字 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
句読点や符号の使
い方
○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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という営みであり、「取材、構想、記述のすべてにわたって行われる自己評価で
ある。」と述べている21。 そ して、内田伸子(2009)は以下のように論述 してい
る22。
推敲は作文を清書し終えてから始まるものではない。推敲は自分のアイディアや意識を明
確にするために組み立てメモを作る段階からすでに始まつているのである。時間をかけて考
えを練つていく過程でピッタリしたことばに言い表し、ものごとの筋道をはっきりさせる営
みなのである。
これらの先行研究から、推敲活動は作文の全過程で行われることも、効果的だと
分かる。つまり、作文の過程は取材・構成 0記述・推敲とい う順序を、一つずつ
踏んで行われるわけではないと考えられる。作文の過程の順番にとらわれない
で、推敲活動を作文の過程の途中に挟んで作文を行 う方法も有効であろう。
しかし、どの段階から推敲活動を行 うにしても生徒自身に表現力がなければ、
読みやすく分か りやすい文章に書き直すことができない。そこで、教材文にお
けるすぐれた説明の仕方や表現方法の工夫を、生徒自らの文章表現に活かせる
ようにする。
第3項 先行実践の分析
(1)分析の視点
これまでの評価活動を取 り入れた実践は、どのような形で行われてきたのか。
それを明らかにするために、先行実践を今まで第2項で述べてきた 「評価活動
を指導する際の視点」で分析する。
方法は、分析対象の学習指導過程から構成要素を抽出し、本研究における要
件に照らす とい うものである。なお、その際に用いる学習指導過程の要件は、
以下の4点である。
①評価の方法
②評価の順序
③評価の観点
④評価の段階
(2)分析の方法
先行実践を分析するにあたって、4つの分析の視点をもとに分析フレー ムワ
ークを作成した (表1-2)。
21前掲書7に同じ p.97
22内田伸子 「作文の推敲過程における語の選択 ―ことばを選ぶこと。考えを発見すること」
『 日本語教育』2009 140号
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表 1-2 分析フレームワーク
実践者 (対象) ***
単元名 ***
単元計画
(全*時間)
***
①評価の方法
②評価の順序
③評価の観点
【カテゴリー 】
④評価の段階
備考
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(*:分析対象から引用あるいは整理 したもの)
(3)分析の対象
対象としては、校種を限定せず分析を行つた。ただし、本研究は中学校を対
象とした文章表現力育成を目指 した学習指導過程を提案するものである。 した
がつて、発達段階を考慮 し中学生に近い年齢を対象とした実践を分析する必要
があると考え、小学校における先行実践では、5年生以上で実施されたものを
分析対象とした。合わせて8例の先行実践を分析 した。10例の詳細については
巻末資料に載せているが、 1例を以下に示す23(表1-3)。
表1-3 先行実践の分析例
23勝俣敦「自己評価を用いた作文指導」『実践国語研究』明治図書 2004 No.259 pp.171‐181
実践者(対象) 勝俣敦 (山梨県秋山村立秋山中学校 第二学年)
単元名 「視野を広げ、考えを深めよう―表現のしかたを工夫して書く」
単元計画
(全5時間)
1.「説得力ある文章にするための条件」を一人一つずつ考え発表させる。
2.インタビューに行く前に自分の考えをまとめる。
3.インタビューに行つてきて考えた意見文 (下書き)を書かせる。
4.自己評価カー ドで、自分の意見文(下書き)を推敲させる。
5.意見文 (下書き)を推敲 したものを元に清書をさせる。
①評価の方法 【自己評価】
②評価の順序 自己評価のみ
③評価の観点
(カテゴリ■)
文の在り方
「説得力ある文章にするための条件」を生徒に考えさせる。
自己評価をするための基準を生徒自身に考えさせる。
一文を簡潔に書いてある。①
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(4)分析の結果
ここでは、分析フレームワークを用いて先行実践を分析した結果を、①～④
の視点ごとに検討していく。8例の先行実践を分析した結果を表1-4に集約
した。
表1-4 先行実践の分析結果
分析の視点 具体的な項目 実践数
①評価の方法
自己評価 3
1対1による相互評価 2
グループによる相互評価 4
クラス全体による相互評価 1
相互評価(形態は分からない) 1
②評価の順序
自己評価のみ 1
相互評価のみ 2
自己評価→相互評価 3
相互評価→ 自己評価 0
その他 2
③評価の観点
具体的な観点を提示している
(カテゴリー分けをしている)
3
構成の在り方
② 文末表現(だ。です=断定)、 (らしい:ようだ。そうだ=伝聞・推定)、
(たい=希望)などを使い分けている。
③ 段落と段落の接続関係を表す接続語が使われている。
④ とりあげたい話題を疑問形で書いている。
⑤ 意見の根拠となることがら(インタビューした人の話)が書かれてい
る。
⑥ 自分の言いたい結論(意見)が一文で書いてある。
⑦ ④～⑥が一貫性のあるものになつている。
④評価の段階 第1次意見文の記述後
備考 ・意見文を書かせる前に、「説得力ある文章にするための条件」を生徒に
考えさせる。 自己評価をするための基準を生徒自身に考えさせる。
。「下書き」と「清書」を二枚見比べることで、どのような考えでどのよ
うに変化 したかとい う思考過程が分かるようにしている。
・下書きには消 しゴムを使わないで、推敲する部分をナンバ リングさせ
る。
・下書きにナンバ リングしたものを、清書作文の同じ部分にも同じナン
バ リングをし、後でどの部分をどのように推敲 し、直 したのかを一日で
判断できるようにさせている。
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具体的な観点を提示 している
(カテゴリー分けをしていない)
3
具体的な観点を提示 していない 2
④評価の段階
構想の段階 0
作文を半分程度書き上げた段階 1
第 1次作文を書き上げた段階 7
①評価の方法
評価の方法としては、自己評価、相互評価の実践が見られた。グループによ
る相互評価では、グループの人数を4～6人程度に設定してお り、そのグルー
プ内で作文を回覧 し、お互いの作文について指摘できるようにしている。また、
実践者によつては、付箋にコメン トを書く活動や、評価シー トを予め用意 して
おき、生徒が評価シー トに改善点などを書き込めるようにしている活動なども
あった。
一方、クラス全体による相互評価活動を行つている実践が1例見られた。こ
れは授業者が意図的に作成 した例文を用いて、クラス全員で話 し合い、評価の
視点を明確にさせるために行つたものである。クラス全体で相互評価活動をす
ることは、評価の視点を明確にさせる手立てとして有効だと言える。
②評価の順序
評価の順序は、自己評価のみ、相互評価のみ行つている実践が見られた。作
文の改善点は、相互評価のみの活動でも見出せるであろう。 しかし、作文の評
価活動で大事なことは、自分の頭で考え判断し、文章を練 り上げることにある。
相互評価活動のみでは、他者からの指摘を受け入れるかどうかだけなので、受
動的になってしま う。評価活動を行 うのであれば、自己評価活動は取 り入れる
べきである。
また、自己評価 と相互評価の両方を取り入れている実践では、自己評価を行
つた後、相互評価活動を行つている。相互評価活動を行つてから、自己評価活
動を行つている実践は見られなかつた。
まず自己評価で自らの作文の改善点や問題点を把握 してから、相互評価活動
によつて助言をもらうという順序が良いと思われる。相互評価活動はあくまで
自己評価の手助けという位置づけで考え、実践 しなければならない。
③評価の観点
具体的な評価の観点を提示 している実践が多く見られた。評価の観点を示す
ことにより、生徒は明確な視点を持つて評価活動を行 うことができる。ゆえに、
評価の観点は提示 した方が良いと考える。
評価の観点数は実践者によつて様々である。最も観点が多い実践で 15項目提
示していた。この実践は中学 3年生に行つているものである。発達段階を考慮
13
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して観点数と難易度を設定しなければならない。
④評価の段階
評価の段階はほとんどの実践者が、第 1次作文を書き上げた後に行つている。
1例だけ作文を半分程度書き上げた段階で評価活動を行つてお り、この評価活動
で気づいたことを以後の記述でも活かせるようにしている。この実践者は「短
時間に効率よく書き上げさせるためには、このような記述途上での推敲と軌道
修正も必要になる。」と述べている。作文を書き上げる前に評価活動をさせるの
も有効な手立てかもしれない。
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第2節 教材文の工夫点を活用することの理論と実践
この節では、教材文における説明の仕方の様々な工夫点を、生徒自らの文章
表現に活かせるようにするための理論 と実践について論 じる。なお、これ以後
の論述については、「教材文における説明の仕方の様々な工夫点」を「教材文の
工夫点」と略称する。
第 1項 教材文の工夫点を活用することについて
(1)読むことと書 くことの関連指導
「読むこと」と「書くこと」の関連指導については、先行研究や先行実践で
様々な方法が言及 されている。その中の1つに、作文学習のために読む活動を
行 う方法がある。すなわち、作文指導のために教材文を読解する方法である。
教材文の工夫点を活用することもこの方法に該当する。教材文における文章構
成や表現方法などを、自分の文章に活用するために読み、自らの文章表現の参
考にする。そ うすることにより、生徒の文章表現力を高めることができると考
える。
(2)教材文の工夫点を活用する意義
教材文の工夫点を活用する意義について、石田佐久馬(1979)は次のように述ベ
ている24。
参考にするというのは、いろいろ他のものとひきくらべて自分の考えを決める手がかりに
することである。つまり、他のものと比べながら自分のものを創造することである。しかし、
小学生には、読んだ文章の書き表わ し方をもとにして自分なりの新 しい書き表 し方を生み出
す とい うことは、なかなかむずかしいことである。学級の実態を考えた場合、それを全体の
日標 とするわけにはいかない。そこで、まず、読んだ文章をまねることから始めたい。
まねることによつて、基本的なことをしつか りと自分のものにすることが、創造につながる
と思われる。
石田は小学生を対象に述べているが、読んだ文章をまねることから始めるの
は中学生にも有効だと考える。教材文の工夫点をまねることから始め、その工
夫点を徐々に身に付けていくことにより、生徒の表現力向上につながると思わ
れる。
また、小川末吉 (1977)は「記述力を高めるための文章表現の工夫は、その
文章を読んで、どのように表現が工夫されているかを理解 し、自分の文章表現
24石田佐久馬『読み書きを結ぶ―関連指導―』東洋館出版社 1979 p■69
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において実践するのでなければならない。」と述べている25。
これらのことから、教材文における表現の工夫を理解 し、その工夫を自らの
文章に活用することにより、生徒の文章表現力が高まると考えられる。つまり、
教材文の工夫点を活用することの有効性を示唆している。
第2項 教材文の工夫点を活用するための手立て
第 1項では、生徒の文章表現力を高めるために、教材文を理解 し、自らの文
章表現において活用することの可能性について言及 した。
では、そ うするためには、教材文から何を学び、どのような学習過程を構成
すればいいのだろうか。
(1)教材文から何を学ぶのか
小川末吉 (1977)は読解の学習指導において、文章の記述力を高めるための
作文学習として以下の視点を示 している26
①書き出しの文が、主題の展開として、どのように工夫されているか。
②書き出しの文を受けて、第二の文 (センテンス)から第二の文へと、どのように記述が工夫さ
れているか。
③一つの段落としてのまとまりが、意味(事がら)のまとまりとして、適切に区切られているか。
④段落と段落との続き方が、主題の展開として、どのように工夫されているか。
⑤文章の表現内容に応じて、会話文の入れ方がどのように工夫されているか。
⑥文章の表現内容に応じて、文の長さがどのように工夫されているか。(表現内容によっては、
短く切つた文は歯切れがよく、長い文は冗漫になる場合がある。)
⑦文章の表現内容に応じて、文の止め方 (現在形・過去形など)がどのように工夫されているか。
③文章の表現内容に応じて、事象の記述と感想・意見、精叙と略叙、説明と描写、要点と細部な
どの関係をどのように工夫しているか。
⑨文章の表現内容に応じて、図・絵・グラフ、記号、見出しなどがどのように工夫されているか。
⑩結びの文が、主題との関係からどのように工夫されているか。
そして小川は「単に、『何が書いてあるか』を問題にするのではなく、前述の
観点から、『何がどのように表現されているか』を研究しなければならない。」
と述べている。また、細谷俊太郎 (2012)は、「読むこと」と「書くこと」の関
連指導を行う上で重要となることを以下のように述べている27。
25小川末吉『読解における作文指導』明治図書 1977 pp.148‐149
26前掲書25に同じ pp.148‐149
27細谷俊太郎「読みの力と書く力とを結ぶ関連指導法の開発」『実践国語研究』明治図書
No.310  2012 p.16
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から論の展開や説明の仕方、表現の仕方等、
書き手の立場 として文章を読み取ることによ
の学習に生かしやす くなると考える。
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読むことの指導の中心を、内容を読み取ること
書き手の工夫を考えることに移すことである。
り、読むことの学習で身につけた力を書くこと
このことか ら、読解指導において大切なことは、何が書いてあるかを捉えさ
せるだけではなく、「どのように表現 されているか」を生徒に捉えさせることも
有効的な方法だ と考えられる。
(2)どのような学習過程を構成するのか
旭川地方作文教育研究会では、「作文単元学習」 とい う方法を提唱 してお り、
様々な実践をとお して作文単元学習の有効性を検証 している。
その中で中西信行 (1995)は、作文単元学習の特色を以下のように述べてお り28、
また、作文単元学習の基本的学習過程を提示 している29(図1-1)。
理解と表現教材、そして言語事項をも組み合わせた「総合性」を求めているところにあり
ます。そのために、「理解を表現に結びつける学習」段階を意図的に組み込み、具体的な指導
によつて、それ らの関連性を密接にしていくわけです。
オリエンテーション
・意欲づけ 。目的意識の高揚
↓
理解の学習
。日標達成 。目的意識の継続
↓
理解を表現に結びつける学習
。活用方法 。表現意欲の喚起
↓
表現の学習
図1-1 作文単元学習の基本的学習過程
中西らの作文単元学習の特徴は、「理解を表現に結びつける学習」段階を意図
的に組み込んでいることである。「理解を表現に結びつける学習」とは、理解教
28中西信行『書く力をつける作文新単元学習 中学校編』旭川地方作文教育研究会編 明治図
書  1995 p.19
29 同上  pp.28‐9
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材の指導後、作文作成のための資料を使 つて、理解教材 を表現に活か していく
段階のことである。 この段階を組み込む ことは、 自らの表現に役立ち、理解を
より深められると述べている。
以上のことか ら、教材文を理解 し、自らの文章表現において活用するために
は、「理解を表現に結びつける学習」が有効であると考えられる。
第3項 先行実践の分析
本項では、先行実践を分析することにより、教材文の工夫点を活用するため
の有効的な手立てを学んでい く。
尾矢貞雄(2006)は、説明文指導において、「文章の全体構成」◆「段落相互の関
係」。「適切な接続語の用法」。「適切な文末表現の用法」の理解を図 り、生徒 自
らの文章表現に活かせ るように している。
また、説明文指導において 「『 書 くために読む』 とい う学習過程を構成するこ
とで、説明文に見 られ る文章の論理性 を子 どもが自分の表現に取 り入れ、論理
的な文章表現力を身につけることができる」ことを明 らかに している30。
次に、須藤昌幸 (2005)は、論理的文章の構成を指導する際、「読むことと書
くことの関連指導」を重視 した実践を行い、次のように述べている31。
読むことの学習で文章構成図を作成し、段落の役割や文章構成の方法を読み取る。次に、そ
の学習経験をもとに、書く学習における論理的構成図の作成に入る。読む学習における構成
図への理解をもとに、書く活動における論理的構成図の形式の理解を容易にするのである。
また、読む学習で扱つた意見文の論理的構成法を実際例として、書く学習における文章構成
のパター ンを考える際に応用していくことができるようにする。
須藤の実践では、教材文の文章構成図を作成することにより、段落の役割や
文章構成の方法を読み取つている。その読み取つたことを活か して書 く活動を
行つている。
最後に、富永宏文 (2007)は、説明的文章を読み、そこで学んだ表現を自ら
の表現に活か してい くとともに、書いた文章を、 目的や相手を意識 して、自ら
読んで書き直す実践を行つている。そ して、「読み」「書き」を繰 り返 し学習す
る場面を重視す ることにより、「子 どもたち自らが、様々な情報を収集、整理、
30尾矢貞雄「説明文の論理性を自分の文章表現に生かす指導―論理的な文章を書くために、教
材文で何を学ぶか」『教育実践研究』No.16 上越教育大学学校教育総合センター 2006
pp.17‐22
31須藤昌幸 「文章を論理的に構成するための構成表の改善一段落の役割やつなが りを明示する
『論理的構成図』による試み」『教育実践研究』No.15 上越教育大学学校教育総合センター
2005 pp.31‐36
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活用しながら、論理的思考力、説明的文章表現力を高めていくことができる」
ことを明らかにしている32。
以上これ らの実践から、授業者は書くために読むとい う学習過程を構成する
ことが重要であり、生徒が明確な目的を持って教材文を読めるようにすること
が効果的だと考えられる。その目的とは、教材文のよさを自分の表現に活かす
ことである。そのためには、授業者が教材文を使つて生徒に何を学ばせるのか
決めておくことが大切である。
32富永宏文「目的意識をもつて追求し、相手を意識して論理的に表現する力の育成一問題解決
的学習と『読む』『書く』繰り返し学習を取り入れた説明的文章指導を通して」
『教育実践研究』No.17 上越教育大学学校教育総合センター 2005 pp.19‐24
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第3節 研究仮説
前節までに明らかになった、読みやすく分かりやすい文章を書くための手立
てをもとに、以下の研究仮説を設定する。
【研究仮説 I】
教材文の工夫点を自らの文章に取り入れることにより、より分かりやすい文章に書き直
すことができるであろう。
【研究仮説Ⅱ】
設定した評価の観点をふまえて自分の文章を評価することにより、より分かりやすい文
章に書き直すことができるであろう。
【研究仮説Ⅲ】
設定した評価の観点をふまえて相互による評価を行うことにより、自分だけでは気づか
ない改善点に着目でき、より分かりやすい文章に書き直すことができるであろう。
研究仮説 Iは教材文の工夫点の活用、研究仮説 Ⅱは自己評価活動、研究仮説
Ⅲは相互評価活動の手立てを反映させたものである。
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第Ⅱ章 実践授業 I
第 1節 授 業計 画
第 1項 対象と実施時期
中学校第 1学年4学級 (131名)において「教材文の工夫′点を活用 して説明文
を書こう」の単元を実践 した。本授業実践は、教育実践プロジェク ト実習とし
て、平成 25年5月下旬から6月下旬にかけて、兵庫県内の公立中学校で行つた
ものである。
第2項 教材分析
本教材 「花の形に秘められたふ しぎ」33は、自然写真家中村匡男による、「花
の形」と「訪れる昆虫」との関係について、調査をもとにして書かれた説明的
文章である。以下に、本教材の特徴を示す。
1.「序論 一本論 ―結論」とい う論の展開である
2.第二 。三段では問題提起と結論部分が分かれ、「問い―答え」の文章構造である
3.グラフと写真を効果的に配置している
4.接続表現を効果的に使用 している
5.対比を効果的に使用 している
6。 「昆虫」と 鶉 」の両方の立場に立たせるための「擬人化した表明」を使用している
このように本教材には分か りやすく説明するための工夫点が多くある。
33『伝え合う言葉 中学国語1』教育出版所収教材 2012 pp.16‐21
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第3項 単元目標
(1)「花の形に秘められたふ しぎ」における工夫点を見つけ、自分の表現の参
考にできる。【関心 。意欲・態度】
(2)マッピングを使い、日常生活の中から課題を決め、自分の考えをまとめ
ることができる。【「書くこと」(ア)】
(3)伝えたい事実や事柄について、根拠を明確にし、接続語や段落構成を工
夫して書くことができる。【「書くこと」(ウ)】
(4)自分の書いた説明文を読み返し、5つの観点(誤字脱字 。文体の統一 。一
段落一内容・一文の長さ。主題の明確さ)に従つて評価でき、分かりやす
い文章に推敲できる。【「書くこと」(工)】
(5)文章の中心的な部分と付力目的な部分、事実と意見などを読み分け、内容
を理解する。【「読むこと」(イ)】
(6)漢字や語句などに注意して、文章を表記している。【伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項 (イ)】
以上、6つの単元目標を達成するために授業方法の工夫を行う。具体的には
以下の4点を行う。
①マッピングの活用
②教材文の工夫′点の活用
③評価の観点の提示と自己評価
④推敲の練習と実施
第4項 単元指導計画(全10時間)
実践授業 Iでは、マッピングや構成メモを活用し、第1次作文作成に時間を
かける。第 1次作文作成後、教材文の読解をとおして教材文の工夫点を提え、
自らの文章に活用できるように単元を設定した。
第1・2時を使い、十分な時間をかけて第 1次作文を作成する。マッピング
や構成メモを活用し、書く前の手立てを充実させる。第3～7時では教材文の
読解を行う。それと同時に教材文の工夫点を生徒に捉えさせる。第8時では教
材文の工夫点を活用して、第1次作文を書き直す活動を行う。第9時はワーク
シートを使つて、推敲の練習をする。第10時では自らの文章を推敲し、最終作
文を書くという計画である。
以上のことをふまえた結果、単元構想図(図2-2)は次頁のようになった。
22
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第 1次作文を書く (第1・2時)
°マツピングを使い、情報を引き出す
。構成メモを使い、文章を構成する
教材文を読解する (第3～7時)
。事実と意見などを読み分け、内容を理解する
。教材文の工夫点を捉える
第2次作文
工夫点を取り入れて書き直す (第8時)
降終作文|
自己評価と推敲を行い、最終作文を書く(第10時)
図2-2 単元構想図
単元構想図をもとに詳細な単元計画を作成
授業仮説 I
|
した。以下に示す。
時 学習活動・内容 指導上の留意点 授業の工夫点
?
?
?
1 1説明文とはどのような文
章なのか理解する。
2.説明文を書くために、マ
ッピングを使って情報を整
理する。
・情報を書き出す際、時間を決めゲ
ーム的に行う。
・授業者が実際にマッピングをやり
ながら説明する。
・テーマは(明石・自分・学校)の三
つから選んで、説明文を書くことを
伝える。
①マッピング
を活用
23
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2 1マッピングで出た情報
を、内容の関連を考えて分
類し、観点を決めて整理す
る。
2.原稿用紙の書き方を理解
する。
3説明文を書く。
・マッピングの中で説明したい部分
を丸で囲む。
・マッピングで書き出した項目の中
から説明する事柄を選ぶ。
・選んだ項目をどの順番で説明する
か考える。
・机間指導をしながら、活動内容が
分からない生徒には個別に対応 し
ていく。
・便覧 pp 246‐247を使い、以下の
4点をおさえる。
○題名は、1行日の上から2・3
字あけて書く。
○名前は、題名の次の行に、下の
方を1～3字あけて書く。
○本文は名前の次の行から書く。
○書き出しは、最初の1字分をあ
けて、2マスロから書く。
・後半の学習で、筆者の優れた工夫
を説明文に活かして、書き直しをす
ることを伝える。
?
?
?
3 1教材文「花の形に秘めら
れたふしぎ」を読む。
2.形式段落を振る。
3.意味調べをする。
4.形式段落①～⑨の中から
「問い」と「答え」の段落
を探し、ノー トに書く。
授業者が範読する
・段落と段落の関係をおさえながら
読むことにより、全体の構成がわか
ることを捉えさせる。
・「なぜ～だろうか。」という表現に
注目させることにより、「問い」と
なつている段落をおさえさせる。
・「問い」に対する「答え」がまと
められている段落をおさえさせる。
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5形式段落⑩～①の中から
「問い」と「答え」の段落
を探し、図にまとめる。
・授業者が⑥～⑨段落の関係を図に
してまとめる。
・生徒自ら図にまとめさせる。
4 1.「問い」と「答え」の部
分をおさえ、段落間の「接
続表現」を手がかりに全文
を四つの段落に分ける。
2.第一段落を通読する。
3.第一段落をワークシー
に沿つて整理する。
4.第一段落における筆者の
工夫点を見つける。
・授業者が四つの段落に分け、なぜ
そのように分けたのか根拠を説明
する。
・段落に書かれている内容を意識さ
せて読ませる。
以下の項目でまとめさせる。
○調査の目的
○調査の場所
○調査の方法
○調査でわかつたこと
・以下のような工夫点を生徒から出
させる。
○口乎びかけ
○調査についての項目整理
(調査の目的～場所～方法～
結果～分析)
○ナンバリング(1つ目は、2つ
目は)
○具体的な数字
○グラフの活用
②教材文のエ
夫点の活用
5 1.第二段落を通読する。
2.第二段落で述べ られてい
る「問い」をおさえ、どの
。「問い一説明―答え」という論の
流れになつていることをもう一度
捉えさせる。
・ワークシー トにまとめる。
・第二段落で提示されている「問い」
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ような「答え」を導いてい
るか整理する。
3「オオバスノキ」と「ア
キノキリンソウ」の違いを
ワークシー トに従つて整理
する。
4第二段落で新たに提示さ
れる2番目の問いをおさ
え、その問いを解くための
カギについて考える。
をおさえ、教科書に線を引かせる。
・「オオバスノキ」と「アキノキリ
ンソウ」の違いから、どのような「答
え」を導いているかを考え、教科書
に線を引かせる。
・「問い」と「その問いを解くため
に必要なこと」をおさえさせる。
6 1.「植物にとっての花の役
割」とは何か、接続語の役
割に注意 しながら読み、文
章に書いてまとめる。
3第二段落における筆者の
工夫点を見つける。
。「植物にとっての花の役割」とは
何かについて、接続語を線で囲ませ
ながら、形式段落⑫を読ませる。
・「植物にとっての花の役割」につ
いてワークシー トにまとめさせる。
・以下のような工夫点を生徒から出
させる。
○論の構造(問い一説明―答え)
○写真の活用
○対比
〇文と文をつなぐ接続語
○段落と段落をつなぐ接続語
②教材文のエ
夫点の活用
7 1.「ハナバチ」と「ハナア
ブ・ハエ」の連いをあらか
じめ示した観点に従つて考
える。
2.第二段落で述べられてい
る筆者の考えをまとめる。
第 二段 落 で提 示 され た
「問い」に対 して導かれた
「答え」について考える。
・教科書 pJ 92.17から最後までを
通読させる。
・生徒が黒板に書いている間に机間
指導をする。
・ワークシー トにまとめさせる。
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4.「オオバスノキ」と「ア
キノキリンソウ」のそれぞ
れについて、花の形の違い
をその理由とともに書かせ
る。
5第二段落と第四段落にお
ける筆者の工夫点を見つけ
る。
。以下のような工夫点を生徒から出
させる。
○対比
〇文と文をつなぐ接続語
○段落と段落をつなぐ接続語
○写真の活用
②教材文のエ
夫点の活用
?
?
?
8 1今まで学んだ「花の形に
秘められたふしぎ」につい
て筆者の工夫点をまとめ
る。
2.授業者が作成 した例文
「ボリウッド」を読む。
3工夫点を一つ以上使 つ
て、説明文を書き直す。
,自分で考えたのち、学級全体で出
し合い、授業者が整理する。
○口乎びかけ
○ナンバリング(一つ目は、二つ
目は)
○具体的な数字
○例示
○対比
〇接続語
○論の構造 (問い～説明～答え)
・作文が進まない生徒には、書き出
しの例を与え、書く抵抗を減らす。
また、マッピングや構成メモを見直
して書くためのヒントを与える。
②教材文のエ
夫点の活用
9 1.例文を使つて、評価の観
点を確認する。
2.例文「イルカの眠 り方」
。文章を見比べた時、どこを見たら
良いのか(観点)を提示する。
・推敲記号の使い方を説明する。
・推敲記号は赤ペンで記入させる。
・次回は生徒自らが書いた説明文を
③評価の観点
の提示
④推敲の練習
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なお、本論文では、特徴的な実践を行つた第 1時「マッピングの実践」、第8
時 「教材文の工夫点を活用する実践」、第9時「推敲の練習と実践」及び第 10
時「自己評価と推敲」の活動を取 り上げて、それぞれ第2節・第3節・第4節・
第5節において詳述する。
第5項 指導観
(1)研究仮説
単元目標を達成するための授業の正夫4点(本論文 p.22)のうち、主として
②～④を反映させて研究仮説を設定した。研究仮説 Iは、教材文の工夫点を活
用する手立てを取 り入れる。研究仮説Ⅱでは、評価の観点を提示 し、自己評価
活動を行 う手立てを取 り入れる。研究仮説は次の2つである。
を使い推敲の練習をする。 推敲することを予告しておく。
・次回推敲する時はこの5つの観点
を使うことを説明する。
・個人で推敲した後、全体で確認し
ていく。
と実施
10 1.評価の観点に従つて自分
の文章を評価する。
2自己評価を基に自らの文
章を推敲する。
3.推敲を基にして最終作文
を書く。
・評価の観点は前時で取り上げた5
つを使う。
○誤字脱字
○文体の統一
〇一段落―内容
○一文の長さ
○主題の明確さ
・推敲記号を使つて文章を推敲させ
る。
・推敲記号は教科書p294に載つて
いることを伝える。
③ 評価 の観 点
の提 示 と自己
評価
④推敲の練習
と実施
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【研究仮説 I】
教材文の工夫点を自らの文章に取り入れることにより、より分かりやすい文章に書き直
すことができるであろう。
【研究仮説Ⅱ】
設定した評価の観点をふまえて自分の文章を評価することによりtより分かりやすい文
章に書き直すことができるであろう。
(2)指導にあたつて
第3項で述べた単元目標を達成するための工夫①～④について詳述する。
①マッピングの活用
実践授業 Iでは説明文を書く前の段階から丁寧に指導を行う。マッピングを
活用することにより、説明文に書く事柄を引き出させ、書く内容をイメージさ
せる。以下にマッピングで使用したワークシー ト (図2-3)を提示する。
図2-3 マッピングで使用 したワークシー ト
②教材文の工夫点の活用
第2項で分析したように、教材文「花の形に秘められたふしぎ」には、分かり
やすく説明するための様々な工夫がある。これらの工夫点を生徒たちに捉えさ
せ、生徒自らの作文に活かすようにする。具体的には次頁の7つの工夫点のう
ち、いずれかを生徒に活用させる。
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。呼びかけ
。ナンバ リング(一つ 目は、二つ日は)
。具体的な数字
。例示
・対比
。段落と段落をつなぐ接続語
。論の構造 (問い～説明～答え)
③評価の観点の提示と自己評価
第I章第1節(p.8)で述べたように、中学校国語教科書 (4社)34と『中学
校学習指導要領解説 国語編』35で評価の観′点がどのように扱われているか調べ
た。その結果を踏まえて以下の5つの観点を設定し、実践授業 Iで取り扱う。
なお、観点の数はあまり多くても生徒の負担になると考え、4つのカテゴリー
に適切な評価の観点を設定した。
カテゴリー 観′点
内容 主題の明確 さ
構成 一段落一内容
表現 一文の長 さ
文体の統一
表記 誤字脱字
④推敲の練習と実施
第1学年はまだ入学したばかりで、推敲指導を受けたことがない。そこで生
徒は自分の文章を推敲する前に、授業者が作成したワークシー ト (図2-4)
を用いて推敲の練習をする。それと同時に、今回扱う5つの評価の観点を確認
する。すなわち1.誤字脱字、2.文体の統一、3.一文の長さ、4.一段落一内容、
5。主題の明確さの5点である。
光村図書 。東京書籍・教育出版 。三省堂の4社
前掲書2に同じ
第Ⅱ章 実践授業 I
図2-4 推敲の練習用ワークシート
第6項 生徒観
1年生は中学校入学以来、この単元で初めて作文学習をするので、原稿用紙
の書き方から指導を行 う。中には作文を苦手としている生徒、作文活動自体に
抵抗感を持つている生徒もいる。マッピングについては、マッピングという言
葉は知らないが、小学校の段階で指導を受けていたようである。
また、発言や発表は多いが、一部の生徒に限られている。生徒一人一人が発
表できるようにわか りやすい発間を心掛け、グループ活動などを通 して意見を
交流 し、クラス全体で授業を進めていくことが大切となる。
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第2節 マッピングを活用する実践 (第1時)
第 1項 指導計画
(1)日時
平成 25年6月3日 (月)第2校時
(2)本時の学習目標 (第1時)
。説明文とはどのような文章なのか理解できる。
・マッピングを使い、説明文を書くための情報を引き出すことができる6
(3)本時の評価規準
。国語辞典の説明と自分の説明がどう違 うか考えている。
・マッピングを使い、説明文を書くための情報を引き出している。
(4)本時の工夫点
本時の授業では、単元の指導目標で掲げた①～④のうち、以下の指導の工夫
を実施する。
①マッピングの活用
(5)準備 口資料
原稿用紙・マッピングワークシート・振り返リシー ト
(6)本時の展開 (第1時)
時間 学習活動 指導上の留意点 評価
?
?
?
?
?
?
漢字テス トをする。
2.「手」を説明する文をノー
トに記述し、発表し合う。
3.「手」がどのように説明し
てあるか国語辞典で調べる。
4.国語辞典の説明と、自分の
説明とがどう違うか考える。
・今回学習する作文の種類は説明文
であると伝える。
・机間指導を行い、主観的に書いて
いる生徒を探しておく。
・「手」の項目の最初に載つている
説明をノー トに書かせる。
・2種類の国語辞典 (広辞苑 。国語
大辞典)の説明を黒板に貼る。
・どこに違いがあるのかノー トに書
かせる。
・違つていたらどこが違うか考えさ
せ、合つていたらどこに注意して書
いたか考えさせる。
・国語辞典の説
明と、自分の説
明とが どう違
うか考えてい
る。
32
第Ⅱ章 実践授業 I
5.説明文を書く上で、大切な
点をつかむ。
6.身の回りにある説明文をい
くつか考えて発表し合い、説
明文の目的を考える。
7.説明文を書くために、マッ
ピングを使つて情報を引き出
す。
8本時の学習を振 り返る。
・説明文で大切な点として、以下の
3つを板書する。
①説明対象をよく知る
②分かりやすく述べる
③客観的な事実を述べる
・説明文の具体例を自由に発表させ
る。自分たちの周囲には、これら説
明文があふれていることに気づか
せる。
・具体例は次のようなものが考えら
れる。「辞典」、「教科書の説明文」、
「旅行などの案内書」、「機械の使用
説明書」、「薬の効能書き」など。
・薬の効能書きとゲームの説明書の
実物を提示する。
・具体例から説明文の目的を考えさ
せる。
・説明文の目的「ある事実や知識、
あるいは情報を、相手に説き明かす
こと。」を板書する。
・教科書p290を見ながら確認する。
・授業者が実際にマッピングをやり
ながら説明する。
・情報を引き出す際、時間を 10分
と決めてゲーム的に行う。
・テーマは「学校・自分・明石」の
中から選ばせる。
・目標は20個であると説明する。
。次時は説明文を書
る。
ことを伝え
(ノー ト・観察)
・身の回りにあ
る説明文を発
表している。
・マッピングを
使い、書くため
の情報 を引き
出している。
(ワー ク シー
ト)
33
第Ⅱ章 実践授業 I
第2項 授業の実際
(1)説明文の理解
初めに、説明文とはどのような文章なのか理解 させるところから授業を始め
た。今回学習する文種は説明文であると伝え、次のような手順で授業を行つた。
1。 「手」についての説明文をノー トに書く
2.国語辞典で 「手」を調べる
3.国語辞典の説明と、自分の説明との違いを考える
4.説明文を書く上で、大切な3点をつかむ
①説明対象をよく知る
②分かりやすく述べる
③客観的な事実を述べる
5,説明文の目的を考える
(2)マッピングの活用
授業の後半では、マ ッ
ピングを使い、説明文を
書くための情報を引き出
させた。 教科書 p.290に
載つているマッピング例
を説明し、授業者が実際
に黒板を使つてマ ッピン
グを行つた。
マッピングの真ん中に
書くテーマを 「学校 。自
分 。明石」の中か ら選ば
せた。マッピングは 10分 図2-5 生徒が書いたマッピング例
間で行い、どれだけ多くの情報を引き出せるか挑戦させ、日標は20個以上と伝
えた。時間制限を設けたことにより、生徒は集中してマッピング活動を行つて
いた。
表2-1はマッピングで出た言葉の数 と人数の結果である。全体の傾向から
見ると、20個以上書いている者は 16人お り、全体の約半数がマッピングを使
つて、情報を引き出していた。
表2-1 マッピングで出た言葉の数と人数
個数 0～4 5～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～40 40～44
人数 1 2 7 7 8 6 0 1 1
〈??? 3.0%6.1%21.2%21.2%24.2%18.2%0% 3.0% 3.0%
34
第Ⅱ章 実践授業 I
第3節 教材文の工夫点を活用する実践 (第8時)
第1項 指導計画
(1)日時
平成25年6月13日(木)第1校時
(2)本時の学習目標 (第8時)
。「花の形に秘められたふしぎ」における工夫点を見つけることができる。
。「花の形に秘められたふしぎ」における工夫点を自分の説明文に取り入れて書
くことができる。
(3)本時の評価規準
0「花の形に秘められたふしぎ」における工夫点を理解する。
・「花の形に秘められたふしぎ」における工夫点を自分の説明文に取り入れて書
いている。
(4)本時の工夫点
本時の授業では、単元の指導目標で掲げた①～④(本論文p.22)のうち、以下の
指導の工夫を実施する。
②教材文の工夫点の活用
(5)準備・資料
原稿用紙・例文「ボリウッド」・振り返リシー ト
(6)本時の展開 (第8時)
時間 学習活動 指導上の留意点 評価
?
?
?
?
?
?
1.漢字テス トをする。
2今まで学んだ「花の形に秘
められたふしぎ」について筆
者の工夫点をまとめる。
・個人で考えたのち、学級全体で出
し合い、授業者が整理する。
○口手びかけ
○ナンバ リング (一つ目は、二つ
目は)
○具体的な数字
○例示
○対比
〇接続語
○論の構造 (問い～説明～答え)
。今回の学習では、グラフや図は使
わないことを説明する。
。「花の形に秘
められたふし
ぎ」における
工夫点を発表
する。
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20
5
3.授業者が作成した例文「ボ
リウッド」を読む。
4工夫点を一つ以上使つて、
説明文を書き直す。
5.本時の学習を振 り返る。
例文を配布する。
例文は授業者が範読する。
。第2次作文で書く内容は、第 1次
作文と同じでいいと伝える。
・作文が進まない生徒には、書き出
しを与えたりして書 く抵抗を減 ら
す。また、マッピングや構成メモを
見直 して書 くためのヒン トを与え
る。
・振 り返 リシー トと第2次作文を回
収する。
・「花の形に秘
められたふし
ぎ」における
工夫点を自分
の説明文に取
り入 れ て書
く。
(第2次作文)
第2項 授業の実際
(1)教材文の工夫点をまとめる
第8時では、今まで学んだ 「花の形に秘められたふ しぎ」における筆者の工
夫点を活用 して説明文を書くため、もう1度工夫点を確認 した。工夫点はクラ
ス全体で出し合い、授業者が黒板に整理 した。全体で共有 した工夫点は以下の
7つである。
・呼びかけ
・ナンバ リング
(一つ 目は、二つ 目は)
・具体的な数字
。例示
・対比
・接続表現
。論の構造
(問い一説明一答 え)
写真2-1 第8時の机間指導の様子①
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(2)教材文の工夫点を活用 して第2次作文を書 く
授業の後半では、まず、授業者が工夫点を取 り入れて作成 した例文 (図2-
6)を配布 し、クラス全体で確認 した。授業者が作成 した例文にどのような工
夫点を取 り入れたか説明した。
次に、教材文の工夫点を活用 し
て第2次作文を書 く活動を行つた。
書く内容は第 1次作文と同じでい
いと伝え、工夫点を1つ以上は取
り入れて、第 1次作文を書き直す
ように指示 した。また、字数は400
字以上書くようにさせた。
授業者は机間指導を行い、作文
が進まない生徒に以下のようなア
ドバイスをした。
・文章の初めに読者への呼びかけ
写真2-2 第8時の机間指導の様子②
を書き加える
。説明 したい事柄を並べて書いているだけの生徒には、初めに「問い」を立て、
最後に 「答え」を書 く
。論の展開がわかるように接続表現を使用する
。説明する事柄が複数ある場合はナンバ リングを使用す る
図2-6 授業者が作成 した例文 「ボリウッド」
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第4節 推敲の練習と実践 (第9時)
第1項 指導計画
(1)日時
平成25年6月17日(月)第5校時
(2)本時の学習目標 (第9時)
・評価の観点(誤字脱字・文体の統一 。一段落一内容 。一文の長さ。主題の明確
さ)が分かり、その観点に従つて、授業者が用意した例文「イルカの眠り方」39
を推敲することができる。
(3)本時の評価規準
・例文「イルカの眠り方」を評価の観点に従つて推敲できる。
(4)本時の工夫点
本時の授業では、単元の指導目標で掲げた①～④ (本論文 p.22)のうち、以
下の2点の指導の工夫を実施する。
③評価の観点の提示
④推敲の練習と実施
(5)準備・資料
ワークシー ト・例文「イルカの眠り方」・振り返リシート
(6)本時の展開 (第9時)
36「ィルカの眠り方」『国語 三上 わかば』光村図書所収教材 2011
時間 学習活動 指導上の留意点 評価
10
20
1漢字テス トをする。
2ワー クシー トを使つて、評価
の観点を確認していく。
①例文を見て、どこに間違い
があるか探す。
(誤字脱字・文体の統一・
一段落―内容)
②一文が長い文章を見て、短
く文章を分ける。(一文の
長さ)
③文章を見て、その文章のタ
イトルを考える。(主題の
明確さ)
・ワークシー トを配布する。
・文章例を黒板に貼つていく。
・文章を見比べた時、どこを見たら
良いのか(観点)を提示する。
・推敲記号の使い方を説明する。
・授業者と同じようにワークシー ト
に赤ペンで推敲記号を書かせる。
・②では、二つの短い文章に直して、
ノー トに書かせる。
・③において、タイ トルが考えられ
ない文章は、主題が明確でないから
だと捉えさせる。
・「主題の明確さ」という言葉の意味
・間違いがど
こにあるか見
つ け発 表 す
る。(発表)
。いくつかの
短い文章に直
す。
(ワークシー
38
第Ⅱ章 実践授業 I
第2項 授業の実際
(1)評価の観点の確認
今回の実習で取 り扱 う5つの観点 (誤字脱字・文体の統一・一段落一内容
・一文の長さ 。主題の明確 さ)についてワークシー トを使い確認 していつた。
用意した例文は黒板に貼つていつたが、それだけでは生徒が見にくいので、黒
板と同じ例文が載っているワークシー トを配布 した。
まず、「誤字脱字」、「文体の統一」、「一段落一内容」の3つの観点に関しては、
例文を黒板に貼 り、どこに間違いがあるのか生徒に探させた。次に、「一文の長
さ」の観点については、一文でできた長い文章を2つの文章に書き直させた。
最後に、「主題の明確 さ」については、例文のタイ トルを考えさせることにより、
主題が明確でないことを提えさせた。生徒が考えたタイ トルには 「クラブチー
ムでの出来事」「モンスターハンター」「受験よ早く終われ」などがあつた。
(2)推敲の練習
評価の観点を確認 した後、授業者が小学校の教科書所収の説明文を改変して
作成 した例文「イルカの眠 り方」(図2-7)を使い、実際に推敲活動を行つた。
この例文の中には、書き直す箇所を4つ用意 し、3つの推敲記号 (字句などを
?
?
?
?
3例文「イルカの眠り方」を使
い推敲の練習をする。
4.本時の学習を振 り返る。
を教える。
・教科書で習つた説明文「花の形に
秘められたふしぎ」も主題が明確で
あつたことを振り返らせる。
・例文「イルカの眠り方」を配布す
る。
・推敲記号は赤ペンで記入させる。
・直す箇所は4つあると伝える。
・個人で推敲した後、グループ、全
体という流れで確認していく。
・次回は自らが書いた説明文を自分
で推敲してもらうことを予告してお
く。
・次回推敲する時は、第9時で扱つ
た5つの観点を使 うように説明す
る。
・振り返リシー トを回収する。
卜)
・例文を観点
に従つて推敲
する。
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書き加える 。字句や記号を修正する 。改行する)を実際に使って推敲させた。
推敲記号は赤ペンで書くように指示 した。
なかなか推敲できない生徒が見られたので、少 し時間をおいてから「誤字脱
字」、「文体の統一」、「一段落―内容」、「一文の長さ」の観点で書き直すところ
が1つずつあるとヒン トを出した。個人で推敲 した後、周 りの友達と推敲 した
ところを確認 し合い、最後に全体で共有 した。
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図2-7 例文 「イルカの眠 り方」
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第5節 自己評価 と推敲 (第10時)
第1項 指導計画
(1)日時
平成25年6月4日 (火)第4校時
(2)本時の学習目標 (第10時)
。評価の観点 (誤字脱字 。文体の統一 。一段落一内容・一文の長さ・主題の明
確さ)に従つて自分の文章を評価できる。
・自己評価を基に推敲できる。
(3)本時の評価規準
・評価の観点に従つて自分の文章を評価する。
。自己評価を基に推敲する。
(4)本時の工夫点
本時の授業では、単元の指導目標で掲げた①～④ (本論文 p.22)のうち、以
下の指導の工夫を実施する。
③評価の観点の提示と自己評価
④推敲の練習と実施
(5)準備・資料
原稿用紙 。評価シー ト・振り返リシート・アンケー ト用紙 (作文についての
意識調査)
(6)本時の展開 (第10時)
時間 学習活動 指導上の留意点 評価
?
?
?
?
?
?
1.漢字テス トをする。
2.評価の観点に従つて自分
の文章を評価する。
・評価シー トを配布する。
・評価の観点は前時で取り
上げた5つを使う。
○誤字脱字
○文体の統一
〇一段落―内容
○一文の長さ
○主題の明確さ
・評価シー トに従つて評価
させ、評価の理由を書かせ
る。
・評価の観点に従つ
て自分の文章を評価
する。
(評価シー ト)
41
10
10
5
?
?
3.自己評価を基に自分の文
章を推敲する。
4.推敲を基にして最終作文
を書く。
アンケー トを書く。
6.本時の学習を振り返る。
・推敲記号を使つて文章を
推敲させる。
・推敲記号は教科書 p.294
に載 つていることを伝 え
る。
・推敲は赤色のペンで行わ
せる。
・評価できた者から順次推
敲させる。
・原稿用紙は生徒が推敲 し
ている時に配布しておく。
・アンケー ト、第2次作文、
最終作文、振り返 リシー ト
を回収する。
。自己評価を基に自
分の文章 を推敲す
る。(第2次作文)
・推敲を基にして清
書している。
(最終作文)
第Ⅱ章 実践授業 I
第2項 授業の実際
(1)自己評価活動
いきなり自分の文章を推敲させるのではなく、初めに、自分の文章を評価シ
ー トの観点に基づいて評価させた。前時で提示 した評価の観点 (誤字脱字 。文
体の統一 。一段落一内容 。一文の長さ。主題の明確さ)をもう一度確認 した後、
自己評価シー トを配布 し、自己評価シー トの書き方を説明した。
中には、自分だけでは客観的に判断できないので、友達に見てもらう生徒も
いた。そのような生徒が見られた時は、この時間は自分 1人で評価するのだと
伝えた。
次頁に生徒が記入 した評価シー ト (図2-8)を示す。
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図2-8 生徒が記入した評価シート
(2)推敲活動
自己評価活動が終わつた者から順次推敲活動を行わせた。推敲記号の中で主
に使 うもの (字句などを書き加える・字句や記号を修正する・改行する)は前
時の段階で指導 していたので、他の推敲記号に関しては教科書p.294に載つて
いるとだけ伝えた。 したがって、クラス全体で推敲記号の確認はしなかつた。
また、推敲記号は赤ペンで記入させた。
生徒が推敲活動を行つている間に、最終作文を書くための原稿用紙を配つて
おいた。そして、推敲活動が終わつた者から1贋次最終作文を書くように指示 し
た。
次頁に、生徒が推敲 した作文を提示する (図2-9)。
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図2-9 生徒が推敲した作文例
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第6節 結果 と考察
第1項 生徒作品の分析
(1)作文の変容 【全体】
1年2組33名の第1次作文、第2次作文、最終作文について、評価規準 (表
2-2)を基に分析を行つた。ただし、第1次作文は2名、第 2次作文は6名
回収できていない。
評価規準は先行研究を基に以下の5項目に決め、1項目につき001・2点
の3段階で点数をつけ、10点満点の設定とした。
表2-2 作文の評価規準
項 目 具体的な観点 点数
分析的項目 ①内容 主題が明確であるか
題名と内容が合つているか
例示や対比を使つて表現しているか
0・ 1・2
②構成 ・一段落―内容か
。論の構造 (問い～説明～答え)を使つているか
。ナンパリングを使つているか
0・1・2
③表現 ・文体は統一されているか
・一文の長さは適切か
。読み手のことを考えて、わかりやすく効果的
に表現しているか
0・1・2
④表記 ・誤字脱字はないか
。ことばの選び方、使い方が正しく行われているか
0・ 1・2
総合項目 ⑤全体の完成度 0・1・2
全体の評価結果は次ページの表2-3のとおりである。また、第1次作文、
第2次作文、最終作文における項目別の平均点の変動 (図2-10)を次に示す。
■1次作文
■2次作文
最終作文
表記 完成度表現構成内容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
図2-10 項目別の平均点の変動
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表2-3 作文の評価結果
評価結果から次の5点の傾向が明らかになった。
①書き直すたびに点数が上昇
第1次作文から第2次作文へ、さらに最終作文へと書き直すたびに点数が上
昇している。それぞれの作文において合計の平均点が 4.32→6.52(+2.2)→
7.52(+1.00)へと上昇している。
②第1次作文から第2次作文にかけて、点数が大きく上昇
第1次作文から第2次作文における点数の増減と、第2次作文から最終作文
における点数の増減を調べた(表2-4)。結果は次のようになつた。
第 1次作 文 第2次作文 最終作文
内容 構成 表現 表記 壱成月 合計 内 容 構 成 表 現 表IE壱成燿 合計 内容 構成 表現 表記 宅成層 合計
男子
S-1 1 2 2 2 1
S‐2 1 1 1 7 1
S-3 l 1 1 1 2 1
S-4 0 1 1 C 1
S-5 1 1 7 0
S-6 1 1 1 1 C 1 2
S-7 2 2 1
S-8 0 0 1 1 C 1 : 2 1 1 1
S-9 1 1 1 1 l
S-10 1 0 1 1 1 1
S 1 1 1 C : 2 1
S-12 1 1 2 1 2 9 2 2
S 3 1 1 2 1
0 0 C 2 1 1 1 7 2 1 2
S 5 0 1 1 : 0 , 1 1 1
女子
1 1 1 0 1 2 0 1 6 1 2 2 1 1
1 1 1 2 9 2 2 1 2
1 1 2 7 1 1
1 C 1 1 2 2 2 1
S-20 1 C | 1 0 1 1 1 1 7
S-21 1 C 1 4 1 1 1 0 1 2 2 1 1 1
S-22 1 1 1 1 1 1 1
S-23 0 1 1 1 1 1 l 1 2 2 1 7
S-24 0 1 : 1 1 4 1 1 1 1
S-25 0 1 1 1 2 1 1 2 2 2 2
0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
S-27 0 0 1 0 1 1 1 ! 2 2 1 7
S-28 0 0 1 1 2 2 1 1 1
S-29 1 : 0 1 1 1 1
S-30 0 1 2 :
S-31 0 0 1 1 0 1 1 1 1 ! 1 1
2 1 1 2 2 2 1 1 2 2 : 2
1 1 1 1 1 1 1 1 1
?
?
?
?
?
?
0点(人 1 3 0 5 ! : 1
1点(人
2点(人 3 6 1 1
合計点 248
平均点 103
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表2-4 点数の増減
点数の増減 +5点 +4点 +3点 +2点 +1点 +0点
第 1次作文～第
2次作文(26人)
1人
(3.8%)
3人
(11.5%)
8人
(34.6%)
フ人
(30.8%)
2人
(7.7%)
3人
(ll.5%)
第2次作文～最
終作文(27人)
0人
(鰯)
0人
(O16)
2人
(7.4%)
6人
(22.2%)
16人
(59.3%)
3人
(‖.1%)
この結果から、第1次作文から第2次作文にかけて、3点以上上がった生徒
が12名、2点上がった生徒は7人おり、点数が大きく上昇した生徒が多い。こ
の理由として、教材文の工夫点を取り入れることにより、作文の内容、構成、
表現が大きく変わつたため、点数が上がったと考えられる。生徒の作文がどの
ように変わつたのかは、(3)作文の変容 【個別】(本論文p.51)で詳述する。
③第1次作文から第2次作文では、内容、構成、表現の項目が大きく上昇
第1次作文から第2次作文にかけては、内容が 0。62点、構成が0.5点、表現
が0.49点、それぞれ大きく上昇している。このことから、教材文の工夫点を取
り入れることは、生徒作品の内容、構成、表現に大きく影響を与えたことがわ
かる。
④第2次作文から最終作文では、表記の項目が大きく上昇
第2次作文から最終作文にかけて、表記が 0。48点と大きく上がっている。一
方、内容、構成、表現に関して、あまり点数の変動が見られない。しかし、第
2次作文から最終作文にかけて、内容、構成、表現を推敲している生徒は見ら
れる。点数の変動が少ないのは、すでに第2次作文の段階で点数が高く、それ
以上点数が上がらなかつたためである。
⑤項目ごとの分布と変動
項目ごとで点数別の人数の変動を調べた (図2-11)。結果は以下のとおりで
ある。
なお、それぞれの作文において合計人数が異なっている。第1次作文は31人、
第2次作文は27人、最終作文は33人である。
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図2-11 項目ごとの分布と変動 (第1次作文から最終作文)
第 1次作文から第2次作文にかけては、内容 と構成に関して、0点の生徒が
減 り、2点の生徒が増えた。また、表現に関して、1点から2点に上がった生
徒が多い。これらは、教材文の工夫点を取 り入れることにより、作文の構造を
大きく変えることに繋がったからであろう。
第2次作文から最終作文にかけては、表現と表記に関して、2点の生徒が多
くなった。これらは自らの文章を推敲することにより、表現や表記の間違いを
正 しく書き直すことができたからだと考えられる。しかし、最終作文の段階で、
表記の間違いが見られる生徒もいた。自らの文章を自分一人で読み返すだけで
は甘い評価 となり、間違いに気づけないようである。また、推敲の段階では、
表記を直す程度にとどまっている生徒が多く見られ、文章の内容・構成を大き
く変えている生徒はあまり見られなかった。 自分一人で読み返すだけでは、内
容、構成の改善点に気づけないようである。
(2)項目別の変容
内容 0構成・表現・表記の項 目ごとにどのような特徴があるのかを見ていく。
i 第 1次作文から第2次作文にかけて
第 1次作文と第2次作文の結果に関して、項 目ごとに見ていく。それぞれの
項 目に対 して対応のあるt検定を行った。
①内容
内容の項目に関しては、有意な差が見られた (表2-5)。
表2-5 t検定の結果 (内容)
1次作文 2次作文   t検定
平均      0.69
SD    O.68
N=26
0.57      t(25)=6.428梓
中P<.05  ‐P<.01
1.38
＝
?
1点〔人
48
第Ⅱ章 実践授業 I
第 1次作文に比べて第2次作文では、主題を明確にして書き直 している生徒
が見られた。具体的には以下のような書き直しを行つていた。
。「序論 。本論 。結論」で述べることを一貫させる
。本論で述べる事柄を絞る
0対比を使 う
。例示を使 う
。「このように」という表現でまとめる
②構成
構成の項目に関しても、有意な差が見られた (表2-6)。
表2-6 t検定の結果 (構成)
1次作文 2次作文   t検定
平均   0.85   1.42    N=26
SD    O.73    0.64     t(25)=5.091**
ネP<.05  **P<.01
生徒は文章構成を意識 して書き直した。生徒は次のような書き直 しを行つて
いる。
・「問い―説明―答え」という構成で書く
。内容ごとに段落を分ける
。ナンバ リングを使 う
。「序論 。本論 。結論」の構成で書く
特にこの中で 「問い―説明―答え」という構成で書き直 している生徒が多く
なった。第1次作文では4名いたが、第2次作文では 10名に増えていた。また、
第1次作文では説明したい事柄について、思いつくままに書いているだけの生
徒が、第2次作文では 「序論 。本論 。結論」の構成で分か りやすく書き直して
いる生徒も見られた。
③表現
表現の項目に関しても、有意な差が見られた (表2-7)。
表2-7 t検定の結果 (表現)
1次作文 2次作文   t検定
平均   1.00   1.54    N=26
SD    O.28    0.51     t(25)=4.719**
*P<.05  **P<.01
生徒は教材文の工夫点を取 り入れることにより、より分か りやすい表現に書
き直 していた。主な特徴は以下の3点である。
・具体的な言葉や数字を使 う
。適切な接続語を使 う
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・読者への呼びかけを行つている
④表記
表記の項目に関しては、有意な差が見られなかった (表2-8)。
表2-8 t検定の結果 (表記)
1次作文 2次作文   t検定
平均   1.00   1.04    N=26
SD    O.81    0.46     t(25)=0.328 ns
*P<.05  **P<.01
有意な差が見られなかつた理由として、第1次作文における表記の間違いを
正しているものの、第2次作文では生徒が教材文の工夫点を取 り入れて、初め
から文章を書き直 しているため、第 1次作文とは別の箇所において間違ってい
るからである。
ii 第2次作文から最終作文にかけて
第2次作文と最終作文の結果に関して、項目ごとに見ていく (表2-9)。そ
れぞれの項 目に対 して対応のあるt検定を行つた。なお、有意な差が見られた
表記の項目のみ詳 しく見ていく。他の項 目に関しては、有意な傾向が見られた
が、顕著な変化はない。
表2-9 t検定の結果 (第2次作文から最終作文にかけて)
内容
2次作文 最終作文   t検定
平均   1.33   1.48    N=27
SD    O.62    0.57     t(26)=2.726*
*P<.05  **P<.01
構成
2次作文 最終作文   t検定
平均   1.37   148    N=27
SD    O.69    0.57     t(26)=2.126*
*P<.05  *キP<.01
表現
2次作文 最終作文   t検定
平均   1.52   1.74    N=27
SD   O.51    0.45    t(26)=2.726*
ホP<.05  **P<.01
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表記
2次作文 最終作文 t検定
N=27
t(26)=4.507*ホ
*P<.05  **P<.01
最終作文では表記の間違いに気づく生徒が多かった。最終作文において表記
の間違いが無かつた生徒は33名中22名おり、1つだけ間違いがある生徒は 32
名中7名、2つ以上間違えている生徒は4人であつた。第 2次作文と最終作文
が揃つている27名のうち、推敲活動をとおして、表記の評価が上がった生徒は
18名であつた。これらの生徒は推敲活動をとおして表記面の間違いに気づき、
より分かりやすい文章に書き直すことができた。評価が上がった生徒は以下の
ような書き直しを行つていた。
・誤字脱字を訂正する
。ひらがなを漢字に直す
。一字下げる
。句読点を適切につける
一方、2つ以上間違えている4名の中には、第 1次作文からずっと同じ表記
の間違いをしている生徒もお り、自分で読み返すだけでは間違いに気づくこと
ができないのだろう。
(3)作文の変容 【個別】
次に、教材文の工夫点の活用、推敲活動をとお して、生徒の作文がどのよう
に変化 したのかを、以下の2つのカテゴリーに分けて個別で見ていく。
①教材文の工夫点の活用が有効であった例
②教材文の工夫点の活用、推敲活動が有効であつた例
まずは教材文の工夫点の活用が有効であった例を見ていく。
①教材文の工夫点の活用が有効であつた例
S-14の作文の変容を見ていく。まず初めに、S-14が書いた第1次作文を次
頁に提示する。
平均
SD
1.07
0.68
1.55
0.71
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S-14が書いた 1次作文
明石市のこと
明石市は海に面していて、うみでとれるたこは明石やきにつかわれたり市ばでうられたりしてま
す。春にはいかなごがとれていかなごはちかくのスーパーなどでもうられています。
明石には子午せんもあり日本の時間もきめているので日本の中心だから教か書などにも出てき
ます。
明石はためいけの多いことでもゆうめいです。
明石ぞうや明石げんじんや明石じようなどのむかしのものもあります。
それに明石やきにはこうべなど明石いがいでもたべている人もいるので明石はいろいろとゆうめ
いです
S-14は明石市についての説明文を書いている。明石市の有名な事柄を思い出
し、文章にすることはできている。 しかし、文章構成に工夫が見られず、ただ
単に明石市に関する事柄を並べた文章となつている。また、事柄を並べただけ
なので、主題が明確になつていない。
次に、教材文の工夫点を活用 して、S-14がどのように第2次作文を書いたの
かを見る。
S-14が書いた2次作文
明石市のこと
皆さんは、明石のことをしつているだろうか。そこは、驚くほどじみだけれど、いろいろなものがあ
る。
ぼくは明石のことをしらべることにし萩した。
しらべたところ、明石は瀬戸内海に面している。なので魚やたこなどが有名なのだ。
明石の海にはもう一つ有名なものがある。明石海峡大橋だ。世界一大きなつり橋なのです。
さらに、日本でじゅうようなこときめている。それは時間だ。明石には日本のひょうじゅん子午線
がある。子午線が日本の中心となり時をきめているのだ。
このようによくかんがえてみるといろいろでてくるものだ。そしてこのことをとおして明石はべつに
地味なまちではないことがわかるのだ。
S-14は教材文の工夫点を活用 して書いている。具体的に、S-14の作文は次
の5点で良くなつた。
・読者に呼びかけを行 う
。「序論 。本論 。結論」の3段構成にする
。一つの段落に一つの内容が書かれてお り、段落意識を持つて書く
0「さらに」「このように」など、段落と段落を適切な接続詞でつなぐ
・主題を明確にする
しかし、文体の統一ができてお らず、誤字脱字なども見られ、まだまだ改善
の余地はある。最後に、推敲活動 (図2-12)をとおして、S-14がどのように
最終作文を書いたのかを見る。
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図2-12 S-14が推敲した作文 (第10時)
S-14が書いた最終作文
明石について
皆さんは、明石のことれ つているだろうか。そこは驚くほど地味だがいろいろなものがある所
だ。
ぼくは明石のことを調べることにした。
しらべたところ、明石瀬戸内海に面しているので魚、たこなどの水あげ量他より多いのだ。
明石の海にはもう一つ有名なものがある、明石海峡大橋だ。世界一大きなつり橋として明石の
シンポルになつています。
さらに、日本で重要なこと盤 めている。それは時間だ。明石には日本の標準子午線がある。子
日本の中心となり時盤 めているのだ。
このようによくかんがえてみるといろいろでてくるものだ。そしてこのことをとおして明石はべつに
地味なまちではないことがわかるのだ。
「魚、たこなどの水あげ量他 〔ママ〕より多いのだ。」など、随所に表現を工
夫 している所が見られる。 しかし、まだ文体の統一ができていない。 したがつ
て、授業者の評価では、以下のように変化 した (表2-10)。
表2-10 S-14の評価点
第 1次作 文 第2次作文 最終作文
内 容 構成 表現 表 記 象膚 日 合計 内容 構成 表現 表記 合計 内容 構 成 表現 表記 =綸目 合計
0 1 1 0 2 1 1 1 2 2 2 1
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②教材文の工夫点の活用、推敲活動が有効であつた例
次に、教材文の工夫点の活用、推敲活動が共に有効であった例を示す。まず
は、S-25の第1次作文を見る。
S-25が書いた1次作文
勉強によつて表れる効果
中学校の勉強は小学校に比べたら、今までと全然ちがいます。難しさもそうですが、一度つまず
くとおいていかれてしまいます。
そして中学校には小学校とおなじくテストがあります。でも、内容ややり方が全然ちがいます。教
科は9教科になり、順位をつけられます。更に、実技教科では、(保健体育、技術家庭科、美術、
音楽)実際に物静 つたりして行う実技テストがあります。
こんなにテスト範囲が広いのだから、予習・復習は絶対に欠かせないものですよね。復習は自
分が間違えた所を確認し、そこがどうして間違えたのか、そしてその間違えた所を解き直すことが
大切です。予習は教材の中で今、自分が習つている所より先の場所を見て、自分が分からなさそ
うな場所をピックアップします。自分なりに間違うててもいいから解き、答えを出すことが大切で
す。
しかし、このようなことを毎日やつていると、大きく減っていくものが2つあります。寝る時間と自由
な時間が減つていきます。更に中学校では部活も始まり、自分の時間がドンドン減っていきます。
このような中で自分の生活リズムを整えることが真の中学生だと思います。たしかに、小学校を
卒業するだけで中学生にはなれます。でも、それじゃあ真の中学生にはなれません。自分で自分
の精心力や体力をつくつていくのが中学校の勉強の中で一番大切なことだと私は思います。
S-25は接続詞を使い、段落と段落のつながりを分かりやすく書いている。ま
た、段落構成を考えて書くこともできている。 しかし、2段落、3段落ではそ
れぞれ別の話題を挙げている。具体的には、2段落目では中学校のテス トにつ
いて書いてお り、 3段落 日では予習 。復習について書いている。その結果、主
題が明確になつていない。また、題名 と内容が合つてもいない。
次に、教材文の工夫点を活用 して、S-25がどのように第2次作文を書いたの
かを見る。
S-25が書いた2次作文
勉強によつて表れる成果
中学の勉強と小学校の勉強のちがいとは、それは、大きく分けて二つあります。一つ目は、難し
さです。みなさんも、小学校と中学の勉強のちがいを聞かれたら一番にこう答える人が多いでしょ
う。中学になると保体や地理、技術、美術など小学校ではあまりしなかつた科目が入つてきます。
二つ目は、一度つまずくと一生つまずき続けてしまいます。これは復習することで補えます。
ここへさらに、テストがあります。テストも今までとちがいます。テストをする科目は、五教科+実
技4教科、計九教科になります。そして中学には、実技テストもあります。
このことから、小学校ではたくさんあつたのに、中学校で減っていくものが二つあります。一つ目
は寝る時間、二つ目は自由な時間です。この二つが減ることによって、学校の授業に集中できなく
なり、成績も下がつていきます。
このような中で、自分の生活リズムを整えていくのは大変だと思います。このことを活用して、精
心力と体力を養つていくと自分将来にとって大いに役立つと思います。
S-25は教材文の工夫点を取 り入れて、以下の3点において良くなつた。
・ナンバ リングを活用する
。中学校と小学校の勉強を対比させて書く
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・主題を明確にする
最後に、推敲活動 (図2-13)をとおして、S-14がどのように最終作文を
書いたのかを見る。
図2-13 S-25が推敲した作文 (第10時)
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S-25が書いた最終作文
勉強について
中学校と小学校の勉強のちがいとは、なんでしょう。
それは、大きく分けて二つあります。一つ目は、難しさです。中学校になると、保健体育や地理、
技術家庭科に美術など小学校ではあまりしなかった科目が入つてきます。みなさんも、中学校と
小学校の勉強のちがいを聞かれたら、一番にこれを言う人は、多いと思います。二つ目は、一度
つまずくとずつとつまずき続けることです。これは復習することで補えます。
このことから、中学校になって減ってくるものが二つ予測されます。一つ目は寝る時間で、二つ
目は自分の時間です。「この二つは減つてきているなあ。」と感じる人は少なくはないでしょう。さら
に、この二つが減っていくことによって、授業中の集中力が落ち、成績も下がつていつてしまいま
す。
このような中で生活していくと、生活リズムがくずれていきます。それを、正しくしようと努力する
ことで、精心力や体力を養うことができます。
少し、自分で勉強の仕方を変えるだけで、増えるものや減るものの差が変わつていくのではない
でしょうか。
S-25は自らの文章の改善点に気づ くことができ、最終作文において、より適
切な表現に書き直 している。例えば、段落を入れ替えた り、余分な文章を削つ
た りして、より分か りやすい文章にすることや、話題 を 「中学校 と小学校の勉
強の違い」 と「中学校になって減つてくるもの」の2つに絞つてお り、主題が
明確になってことなどが挙げ られる。
なお、「精心力」 とい う字が第 1次作文の段階か ら間違ってお り、授業後個別
で指導 した。表記の間違いに関 しては、2つ間違っていれば 1点減点である。
したがつて、授業者の評価では、以下のように変化 した (表2-11)。
表2-1l S-25の評価点
第2項 マッピングの分析
本稿では、(1)「作文の評価点とマッピングの個数」及び (2)「第 1時の振
り返 リシー トの記述」を分析することにより、マッピングの有効性を検証する。
(1)作文の評価点とマッピングの個数
第 1次作文とマッピングの関係をまとめた表 (表2-12)を次頁に提示する。
第 1次作 文 第2次作文 最終作文
内容 構成 表現 表 記 記成劇 合計 内容 構成 表 現 表記 常講 ロ 合 計 内 容 構 成 表現 表 記 =講饉 合計
0 1 1 1 5 1 2 1 2 1 2 2 2 1
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表2-12 第1次作文とマッピングの個数
第1次作文 マッピング
内容 構成 表現 表記 宅成層 合計 数 テーマ
S-1 1 2 2 1 10 明 石
S-2 2 1 1 1 自分
S-3 1 1 1 0 1 26 学 校
S-4 0 1 1 0 0 22 自分
S-5 1 1 1 1 1 学 校
S-6 1 1 1 1 0 4 15 学 校
S-7 1 1 0 2 6 26 明 石
男子 S-8 0 0 1 1 0 29 自分
S-9 自分
S-10 C 1 C 1 学校
S― 1 1 0 20 明 石
S― 2 1 1 学校
S― 3 0 1 自分
S― 0 C ! 1 0 2 16 明 石
S― 5 C 1 1 0 2 20 明 石
女子
S― 1 1 1 C 0 自分
S― 7 1 2 1 1 43 自分
S― 1 0 1 0 4 10 学校
S― 1 1 1 0 1 明 石
S-20 0 0 0 1 13 学 校
S-21 1 1 1 0 1 4 自分
S-22 1 1 1 1 1 20 自分
S-23 0 1 1 1 10 明 石
S-24 C 1 1 1 1 20 学 校
S-25 C 1 1 2 1 5 学 校
S-26 C 1 1 1 C 3 24 自分
S-27 C 0 1 2 C 3 学 校
S-28 C 0 2 1 自分
S-29 1 0 1 0 1 学 校
S-30 13 自分
S,31 0 0 1 1 C 自分
S-32 1 1 学 校
S-33 1 1 1 1 1 5 自分
マ ッピングの個数が第 1次作文の内容に影響 しているかを調べるため、マ ッ
ピングの個数 と第 1次作文の評価点 (内容)で積率相関係数の検定 (表2-13)
を行つた。
表2-13 積率相関係数の検定結果
積率相関係数
r= -0.08
r 解 釈
0.0～0.2ほとんど相関関係がない
0.2～0.4弱い相関関係がある
0.4～017中程度の相関関係がある
0.7～1.0強い相関関係がある無相関の検定(両側)
31n=
29df=
判定
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検定の結果、r=―o.08となり、マッピングの個数と第 1次作文の評価点 (内
容)に相関関係は見られなかつた。なぜなら、授業者の評価は作品としての統
一性を重視 して、「主題の明確さ」を基準に評価点をつけたからである。マッピ
ングを活用 して作文を書いているかで評価 していない。その結果、マッピング
の個数は作文の評価点に反映されなかつたと考えられる。
(2)第1時の振 り返リシー トの記述
次に、マッピングを行つた第 1時の振 り返 リシー トを分析する。分析の結果
は以下のとお りである (表2-14)。
表2-14 振り返リシートの分析結果
マッピングを支持している記述 マッピングについて記述無し
11人(333%) 22人(66.7%)
マ ッピングを支持する記述を書いている者は 33名中 11名(33.3%)であつ
た。一方、マ ッピングを支持 していない記述は見 られなかった。マ ンピングを
支持 している者で代表的な記述例は以下のとお りである。
。私は作文や説明文を書くのが苦手だけど、今日した説明文のポイントや
マッピングでまとめていったら作文などがかきやすくなりそう。
・マッピングを書いていたらだんだんイメージがふくらんでいっておもし
ろかつた。マッピング楽しかった。
・マッピング(ウェビング)もやつていて楽しかった。意外とつながつてい
なさそうでもつながっているのが多かつた。
・マッピングで、意外なものがつながつておもしろかった。
これらの記述から、マッピングを用いることにより、語と語のつながりを意
識でき、説明文に書く事柄を引き出すことができた。その結果、発想が豊かに
なり、説明文に書く内容がイメージできるようになった。
第3項 教材文の工夫点の活用
本項では、第 1次作文と第2次作文において、教材文の工夫点をどれだけ活
用しているか分析することによつて、工夫点の活用の有効性を検証する。第8
時で、生徒に活用 させた工夫点は以下の7点である。
・呼びかけ
。ナンバ リング(一つ 日は、二つ 目は)
。具体的な数字
。例示              ・対比
・段落と段落をつなぐ接続語    。論の構造 (問い～説明～答え)
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第 1次作文 と第 2次作文において、どれだけ教材文の工夫点を活用 している
かを調べた(表2-15・16)。作文の中で活用 している工夫′点があれば○をつけて
いる。なお、S-9とS-30は第 1次作文を提出 していないため分析対象か ら
除外 している。また、網掛け(  )の部分は第2次作文を出 していない生徒であ
る。大多数の生徒が第 2次作文 と最終作文では大きく変えていないので、最終
作文で代替 して分析 した。
表2-15 分析結果 1
第1次作文 第2次作文
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
男子
S-1 ○ ○ 〇 〇 4
??
〇 〇
S-2 ○ 〇 0 ○ ○ ○ ○ 4
S-3 0 ○ ○ ○ ○ 4
S-4 0 ○ ○ 2
S-5 ○ ○ ○ ○ 3
S-6 〇 1 ○ ○ 2
S-7 0 ○ ○ ○ 3
S-8 0 0 0 0 3
S― ○ 1 ○ ○ 2
S― 1 ○ ○ 2 ○ ○ 2
S― ○ 1 ○ ○ ○
S― ○ ○ ○ 0 ○ ○ ○ 4
S― C ○ ○ ○ 3
S― C ○ ○ 0 0 4
女 子
S― C ○ ○ ○ 3
S― 7 ○ ○ 2 ○ 〇 2
S― C ○ 1
S― 9 0 ○ ○ 2
S-20 0 0 0 2
S-21 ○ 1 〇 ○ 2
S-22 0 ○ 〇 2
S-23 ○ 1 ○ ○ 2
S-24 0 0 ○ 2
S-25 ○ 1 ○ ○ ○ 〇 4
S-26 ○ 1 0
S-27 ○ 1 ○ 〇 2
S-28○ 1 ○ ○ ○ 3
S-29 ○ 1
S-31 0 ○ ○ ○ 3
S-32 ○ ○ ○ 3 〇 〇 ○ 3
S-33 0 0
合計 3 6 2 5 0 8 3 27 21 14 5 9 1 17 10
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表2-16 分析結果 2
個数 0個 1個 2個 3個 4個
人数 (1次) 15人 10人 2人 3人 1人
人数 (2次) 1`人 3人 12人 10人 5人
全ての工夫点において、活用 している生徒の数が増えてお り、工夫点を2個
以上活用している生徒は6人から27人に増えた。また、少 し言葉を付け足すな
どの形式的な工夫点 (呼びかけ 。ナンバ リング・接続表現)を活用 している生
徒は、比較的多く見られた。特に、「呼びかけ」を取り入れている生徒は3人か
ら21人に数多く増えていた。これは、文章の初めで、読者に呼びかけるように
して、一文を付け加えるだけですむので、容易に取 り入れることができたから
だと考えられる。
一方、「対比」を活用 している生徒は一人だけであつた。この要因として考え
られるのは、「対比」を使 うと文章の構成を大きく変えないといけない。「対比」
を取り入れることは、形式的な工夫点よりも難 しかつたのであろう。
しかし、文章の構成を大きく変える工夫点である「論の構造 (問い一説明一
答え)」 に関しては、3人から9人に活用 している生徒が増えた。「論の構造J
は教材文を読解する中で、重点的に指導 してきた。その結果、取 り入れること
にした生徒が多かったと思われる。
以上のことから、全体の傾向として、生徒は教材文の工夫点を自らの文章に
取 り入れていることがわかる。工夫点を取 り入れることにより、文章構成や表
現が大きく変化 し、第 1次作文よりも第2次作文の方が、より分かりやすい文
章になつた。その結果、授業者による評価点が第 1次作文に比べて第2次作文
にかけて大きく上昇 した。
第4項 質問紙調査の分析
「書くこと」に関する意識が高まったかを測定するために、国立教育政策研
究所が実施 した 「特定の課題に関する調査 国語 (2005)」37を参考に、「書く
こと」に関するアンケー ト (全11項目)を作成 した (図2-14)。2時間日と
10時間目に調査をし、意識の変容を比較するために、対応のあるt検定を行い
考察した。
37対象 :小学校第4～6学年、中学校第1～3学年 調査実施日:平成 17年
2月17日 調査人数 :合計約3万7千人  国立教育政策研究所
http7/ww‐nier.go.jp/kaihatsu/tokutei/index.htm  (2014.2.1)
1月25日、
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図2-14 「書くこと」に関する質問紙
(1)評価の観点に関連のある項目
評価の観点に関連のある項 目は 5・ 6。 7・8である。以下に t検定の結果
を示す (表2-17)。
表2-17  t検定の結果 (項目5・ 6・ 7・8)
5.文章を書くとき、伝えたいことをはつきりとさせて書くようにしている。
事前   事後  t検定
平均    3.43    3.73  N=129
SD     O.95     1.07   t(128)=3.046*ホ
*P<.05
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**P<.01
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6.文章を書くとき、「です 。ます」、「である 。だ」を使い分けて書いている。
事前 事後 t検定
平均
SD
3.71
1.12
3.95
1.11
N=129
t(128)=2.694*・
率P<.05 帯P<.01
7.文章を書くとき、漢字や語句の間違いがないように気をつけて書いている。
事前 事後  t検定
平均
SD
3.74
1.13
3.89   N=129
1.06   t(128)=1.426 ns
*P<.05
8.文章を書くとき、一文が長 くならないように書いている。
**P<.01
事前 事後  t検定
平均
SD
3.09
1.11
3.78   N=129
1.03   t(128)=6.334*‐
ギP<.05 率キP<.01
項目5。 6・8においては、有意な差が見られた。項 目7は有意な差が見ら
れなかった。
項目5は、主題意識に関する項 目である。生徒は授業をとお して、主題意識
を持てるようになったとわかる。項 目6は、文体の統一に関する項 目である。
生徒は、文体を統一 して書くことを意識するようになったことが うかがえる。
項目8は、一文の長さに関する項 目である。生徒は、一文が長 くならないよう
に気をつけて書くようになつたと考えられる。これらの結果から、評価の観点
を設定することにより、生徒は新たな評価の観点を意識できるようになつたと
言える。
項 目7は誤字脱字についての項 目である。事前の段階から、肯定的評価をし
ている生徒が多かったため、大きな変化がなかった。 したがって普段から生徒
たちは表記に関しての推敲は行つていたことが考察できる。
(2)それ以外の項目
次に、残 りの 1・203・4・9・10の項目を見ていく。 t検定の結果は次
頁のとお りである(表2-18)。
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表2-18 t検定の結果 (項目1・ 2・ 3・4・9010)
1.文章を書 くことは好きだ。
事前 事後 t検定
平均
SD
2.69
1.20
2.98
1.22
N=129
t(128)=3.216**
ネP<.05 料P<.01
2.文章を書くことは、 日常生活の中で必要だ。
事前 事後 t検定
平均
SD
3.56
1.04
3.84
1.00
N=129
t(128)=2.973**
*P<.05 **P<.01
3.文章を書く学習は、ほかの教科や総合的な学習の時間などの学習に役立つ。
事前     事後   モ検定
平均
SD
3.84
1.00
4.06
0.94
N=129
t(128)==2.786*・
ⅢP<.05 Ⅲ*P<.01
4.文章を書くとき、読み手に分かりやすい文章にしようと工夫している。
事前 事後 t検定
平均
SD
3.52
1.05
3.70
0.99
N=129
t(128)==2.527*
ネP<.05 林P<.01
9.他の人の文章のよいと思ったところを自分の書き方や話 し方の参考にしてい
る。
事前 事後 t検定
平均
SD
3.24
1.12
3.53
1.12
N=129
t(128)=3.236*ホ
10.文章を書いたあとには読み返して、
*P<.05     **P<.01
必要に応 じて書き直すようにしている。
事前 事後 t検定
平均
SD
374
1.15
3.73
1.12
N=129
t(128)==0.355
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検定の結果、項 目1・ 2・ 3・9に有意な差が見られた。項 目4は有意な傾
向が見られた。項 目10は有意な差が見られなかった。
項目1・ 2・3の結果から、書くことに対して肯定的な意識の変化が見られ、
日常生活や他の学習における有用性を感 じていると言える。項 目9の結果から、
教材文の工夫点を取 り入れる活動を行つたことにより、他の人の文章のよいと
ころを自分の表現の参考にしようとする意識が向上したと言える。
一方、項目10に関しては変化が見られなかった。これは生徒が事前の段階で
すでに、書いた文章を読み返 して書き直す習慣があつたからだと考えられる。
しかし、(1)「推敲の観点に関する項 目」で見てきたように、生徒は読み返 し
て書き直す習慣があつたとしても、具体的な観点をもつて読み返 していないこ
とがわかる。読み返 して書き直すことは大事だが、具体的な観点を生徒に身に
付けさせる必要がある。
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第7節 実践授業 Iの成果と課題
第1項 分析結果のまとめ
(1)仮説 Iについて
分析結果を整理し、研究仮説が成り立つかどうか検証する。
【研究仮説 I】
教材文の工夫点を自らの文章に取り入れることにより、より分かりやすい文章に書き直
すことができるであろう。
①生徒作品
第1次作文から第2次作文にかけて、合計の平均点が4.32から6.52へと大き
く上がった。特に内容 。構成 。表現の項目に関して、著しく点数が上昇した。
これは教材文の工夫点を取り入れることにより、第1次作文の文章構造を大き
く変えることに繋がり、その結果、より分かりやすい文章に書き直すことがで
きた。
②教材文の工夫′点の活用
全ての工夫点において、活用している生徒の数が増えており、工夫点を2個
以上活用している者は6人から28人に増えた。このことから、生徒は教材文の
工夫点を自らの文章に取り入れていることがわかる。
以上の結果から、研究仮説 Iは支持されたと考える。
(2)仮説Ⅱについて
分析結果を整理し、授業仮説が成り立つかどうか検証する。
【授業仮説Ⅱ】
設定した評価の観点をふまえて自分の文章を評価することにより、より分かりやすい文
章に書き直すことができるであろう。
①生徒作品
第2次作文に比べて最終作文では、授業者による評価の平均点が 6.52から
7.48へと上がった。特に表記の項目は、平均0.45点上がっている。このことか
ら、自己評価することによって、より分かりやすい文章に書き直していること
がわかる。
②質問紙調査
「5。文章を書くとき、伝えたいことをはつきりとさせて書くようにしている。」
「6.文章を書くとき、「です。ます」、「である。だ」を使い分けて書きている。」
「8.文章を書くとき、一文が長くならないように書いている。」に対して、変
容が見られた。授業者が評価の観点を設定することにより、生徒は新たな評価
65
第Ⅱ章 実践授業 I
の観点を意識 して書くようになつたと言える。
以上の結果から、研究仮説Ⅱは支持されたと考える。
第2項 成果と課題
第 1節第3項で述べた授業方法の工夫①～④ (p.22)にっいて、成果と課題
を述べていく。
①マッピングの活用
マッピングを用いることにより、語と語のつながりで関連性を見出し、説明
文に書く事柄を引き出すことができた。
②教材文の工夫点の活用
教材文の工夫点を活用することは、文章構造を大きく変えることに繋がった。
特に、生徒作品の内容・構成 。表現が顕著に変化し、より分かりやすい文章に
書き直すことができた。教科書の表現を自分の作文に活かすことは、読解の発
展としての作文学習としても有効であり、「読むこと」と「書くこと」を関連さ
せることができた。教科書の文章を習ったままにせず、自分の表現学習で活か
すことが大切である。
③評価の観点の提示と自己評価
評価の観点を提示したことは、生徒が明確な観点で作文を自己評価でき、推
敲する上で有効であった。しかし、中には誤字や表記の間違いを訂正するだけ
にとどまつている生徒も見られた。評価の観点を精選し、内容面に関する推敲
ができるような評価の観点を実践Ⅱでは提示する。
また、自分 1人だけではどうしても甘い評価となってしまい、改善点に気づ
けない一面もある。このことについて、実践授業Ⅱでは自己評価活動に加えて、
グループによる相互評価活動を合わせて実施していくことにする。
④推敲の練習と実施
推敲の練習をすることにより、スムーズに自らの文章を推敲でき有効であっ
た。また、第10時に自己評価を活用して推敲活動を行つた。自らの文章を推敲
することにより、表記の間違いなどを適切な表現に正し、より分かりやすい文
章に書き直すことができた。
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第Ⅲ章 実践授業Ⅱ
第 1節 授業計画
第1項 対象と実施時期
中学校第2学年1学級 (37名)において「作文を推敲しよう」の単元を実践
した。本授業実践は、教育実践改善実習として、平成25年9月下旬から10月
下旬にかけて、兵庫県内の公立中学校で行つたものである。
第2項 単元目標
(1)推敲の方法に関心を持ち、説明文を分かりやすく書こうとしている。【関
心・意欲・態度】
(2)自らの文章を評価の観点に基づいて評価でき、説明文として、より分か
りやすい文章に推敲することができる8【「書くこと」(工)】
(3)書いた文章を互いに読み合い,作文の内容や文章の構成などについて意
見を述べたり助言したりできる。【「書くこと」(オ)】
(4)漢字や語句、文の構成に注意して、文章を表記している。【伝統的な言語
文化と国語の特質に関する事項 (イ)】
以上、4つの単元目標を達成するために授業方法の工夫を行う。具体的には
以下の4点を行う。
①評価の観点の提示
②自己評価シー ト・相互評価シートの活用
③グループによる相互評価活動
④推敲の練習と実施
第3項 単元指導計画(全4時間)
実践授業 Iは、マッピングや構成メモを活用し、第1次作文作成に時間をか
けた。一方、今回の実践授業Ⅱでは全4時間の単元計画のうち、評価活動に時
間をかけるため、第1時から作文を書くように設定した。
第1時は、まず、文章構成の型を確認する。次に、グループで作文のテーマ
を考え、そのテーマで 400字の説明文を書かせる。第2時では手引き (ワーク
シー ト)を使つて、推敲の練習をする。その後、自己評価活動を行う。第3時
ではグループによる相互評価活動を行う。第4時では第2時。第3時で行つた、
自己評価と相互評価をもとに自らの作文を推敲するという計画である。
詳細については、次頁の単元指導計画表のとおりである。
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時 学習活動・内容 指導上の留意点 授業の工夫
01次作文を書 く。
1単元の流れの説明を聞く。
2.作文の書き方を確認 して
く。
3授業者が作成した例文を読
む。
4全体でテーマを発表する。
5.4人グループで作文を書く
めのテーマを考える。
た
6.説明文を書く。
・この単元では作文を書き、推敲
活動に重点をおくことを伝える。
・推敲の故事成語にもふれなが
ら、推敲とは何かを説明する。
・小学校で習うた文章構成の型を
確認する。
・文章構成の型 (序論 。本論・結
論)を確認する。
・具体的に詳しく書くために5W
lHで書く方法を教える。
・授業者が範読する。
・例文は「夏休みの部活」という
題名で400字の説明文である。
・例文を読んだ後、この単元では
文章のジャンルは説明文で、字数
は400字であると伝える。
。なぜ4人グループなのか説明す
る。
・グループの代表の者にテーマを
黒板に書かせる。
・字数は400字とする。
・タイ トルと名前は欄外に記入さ
せる。
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時 学習活動・内容 指導上の留意点 授業の工夫
2 ○作文を自己評価する。
1.手引き (ワー クシー ト)を使
つて推敲の練習をする。
評価の観点を確認する。
3.自己評価シー トの書き方を理
解する。
4.自己評価シー トの観点に従 つ
て自分の文章を評価する。
。自己評価シー トに記載してあ
る評価の観点で難しいものを取
り上げ、手引き (ワークシー ト)
で確認していく。
・評価の観点は授業者が与えた
ものを使う。
・自己評価のコメント欄にどの
ようなことを書けばいいのかを
例文を提示する。
・第 1時で配布した授業者の作
文「夏休みの部活」を見ながら
確認する。
・自己評価シー トに従つて評価
させ、評価の理由を書かせる。
④推敲の練習
①評価の観点の提
不
②自己評価シー
の活用
3 ○作文を相互評価する。
1「相互評価シー ト」を活用し、
4人1組で互いの文章を相互評
価する。
2.相互評価で出た評価に対し、
質疑応答するために交流する。
・4人グループで行う。
・相互評価の観点は自己評価で
扱つたものと同じものとする。
・グループのメンバーによる指
摘や提案を採用して、書き直す
かどうかの最終判断は、書き手
がすることを伝える。
・時間は1人につき4分とする。
・初めに2分間グループのメン
バーが書いた相互評価シー トを
見る時間を設ける。
・廊下側の前の席にいる生徒か
ら順番に、時計回りで2分ごと
に質疑応答する。
・自分の作文、自分へのア ドバ
イスについて意見の交換をさせ
る。
②相互評価シー
の活用
③グループによる
相互評価活動
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なお、本論文では、特徴的な実践を行つた第2時「自己評価」及び第3時「相
互評価」の活動を取 り上げて、それぞれ第2節、第3節において詳述する。
第4項 指導観
(1)研究仮説
単元目標を達成するための授業の工夫①～④ (本論文 p.67)を反映させて研
究仮説を設定した。研究仮説Ⅱは、評価の観点の提示、自己評価活動の手立て
を取り入れる。研究仮説Ⅲでは、評価の観点の提示、相互評価活動の手立てを
取り入れる。研究仮説は次の2つである。
【研究仮説Ⅱ】
設定した評価の観点をふまえて自分の文章を評価することにより、より分かりやすい文
章に書き直すことができるであろう。
時 学習活動・内容 指導上の留意点 授業の工夫
4 ○自己評価・相互評価をもとに
して書き直す。
1推敲記号を使い自分の作文を
推敲する。
2.自己評価 と相互評価をもとに
して書き直す。
単元を振り返り感想を書く。
・推敲記号について2時間目に
配布した手引き(ワー クシー ト)
をもとに説明する。
・推敲は赤色のペンで行わせる。
・相互評価で出された改善策を
参考にさせる。
・推敲が終わつた生徒から最終
作文を書き始めさせる。
・新たに配布した原稿用紙に書
かせる。
・タイ トルと名前は欄外に記入
させる。
・読み合つてよかつた点や、ア
ドバイスを受けて自分で工夫し
たところを記述させる。
④推敲の実施
② 自 己 評 価 シ ー
ト・相互評価シー ト
の活用
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【研究仮説Ⅲ】
設定した評価の観点をふまえて相互による評価を行うことにより、自分だけでは気づか
ない改善点に着日でき、より分かりやすい文章に書き直すことができるであろう。
(2)指導にあたつて
第2項で述べた単元目標を達成するための工夫①～④について詳述するι
①評価の観点の提示
実践授業 Iでは、誤字や表記の間違いを訂正するだけの活動にとどまつてい
た。そこで実践授業Ⅱでは、語句や表記の訂正だけではなく内容面に関する推
敲ができるような評価の観点を提示する。評価の観点は以下の8点を扱う (表
3-1)。
表3-1 評価の観点
カテゴリー 観′点
内容 ①題名と内容があつているか
②主題がはつきりしているか
③具体的な事柄が詳しく書かれているか
構成 ④「序論。本論。結論」の二部構成で書いているか
⑤一つの段落に一つの事柄が書いてあるか
⑥段落と段落はつながっているか
表記 ⑦誤字脱字はないか
③漢字や送り仮名は正しく書き表されているか
②評価シー トの活用
評価の観点を具体的に示 した評価シー ト (図3-1)を作成 し、自己評価や
相互評価の際に活用させることにした。 自己評価シー トと相互評価シー トは同
じ観点で評価できるようにしている。ただし、相互評価シー トでは評価者と作
者の名前を記入する部分を設けている。また、自己評価シー トは 「自己評価の
コメント」、相互評価シー トでは 「ア ドバイス」と欄の名称を変えている。評価
は◎、〇、△で評価 し、内容面、構成面、表記面のそれぞれにおいて最低一つ
は具体的な評価のコメン トを書くように設定した。⑨のその他の項 目に関して
は、文体の統一や文の長さなど、評価シー トで取 り扱っていない観点について
記入させる。
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③グループによる相互評価活動
実践授業Ⅱでは、相互評価活動 と質疑応答の2つの活動を計画する。実践授
業 Iでは自己評価の活動だけを行つた。 自己評価だけでは自らの文章のどこを
直せば、より分か りやすい文章になるのか気づけない生徒がいた。そこで実践
授業Ⅱでは、4人グループで相互評価を行 う活動を取 り入れることにより、自
分では気づかない間違いや分かりにくい表現を見つけることができるようにする。
4人グループにした理由は、相互評価活動の時間を短縮するためである。担
当クラスの生活班は6人グループで6班ある。 しかし、6人で相互評価を行 う
と活動時間が長 くなってしまうので、4人グループで相互評価できるように編
成する。そして、グループの人数を少なくすることで、交流の質を高めること
にも繋がる。また、 1人の文章を読んで相互評価シー トに記入する時間は、4
分の設定で行 う。4分にした理由は、相互評価活動の時間を短くするためである。
相互評価活動が終わると、次に質疑応答の時間を設ける。質疑応答の時間で
は、相互評価カー ドに書かれたことについて具体的に意見交換を行 う。質疑応
答の時間を設定した理由は、相互評価シー トに書かれたア ドバイスを基にして
話 し合 うことにより、自分の作文の改善点に気づいた り、自分の考えが明確に
なったりできると考えたからである。
④推敲の練習と実施
推敲活動が十分に身についていないので、手引き (ワー クシー ト)(図3-2)
を作成 し、全体で推敲の練習をさせることにした。手引きの中に推敲記号を載
せてお り、生徒はその推敲記号を使つて推敲の練習をできるようにする。なお、
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図3-1 評価シー ト (相互評価シー ト)
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手引きで扱 う評価の観点は評価シー トの観点と一致 していない。評価シー トで
扱っていないものに関しては、文章を書く時に気をつけてほしい点を取 り出し
て指導する。手引きで扱った観点は以下のとお りである。
【評価シー トでも扱っている観点】
①一つの段落に一つの事柄
④主題の明確さ
【評価シー トで扱っていない観点】
②長い文は句′点を使つて適切に切る
③文末をそろえる
⑤主語と述語を対応させる
第5項 生徒観
実践授業 Iは1年生で行つたのに対 して、今回の実践授業Ⅱは2年生で行つ
た。 したがつて、ほとんどの生徒が、生活の中で体験 したことに対する感想を
400字程度の文章で書き表すことができる。 しかし、推敲の習慣が十分に身に
ついていないために、誤字脱字や文のねじれなどが見られる生徒がいる。また、
評価の観点や方法が十分に身に付いていないために、説明的な文章を論理的な
構成を工夫して書くことができない生徒がいる。
前述のように、推敲の経験がほとんどない。 しかし、夏休みの読書感想文の
課題が出たとき、原稿用紙の書き方や段落分けなどについては学んでいる。
また、クラスの中で学力差がある。特に、男子で文章表現力の弱い生徒が数
名いる。女子は比較的文章表現力に優れている。
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図3-2 手引き (ワー クシー ト)
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第2節 自己評価の実践 (第2時)
第1項 指導計画
(1)日時
平成25年10月21日 (月)第2校日寺
(2)本時の学習目標 (第2時)
。自らの文章を8つの観点に基づいて評価でき、より分かりやすい表現を考え
ることができる。
(3)本時の評価規準
。手引き (ワー クシート)に従つて推敲の練習を行つている。
・評価の観点に従つて自分の文章を評価している。
(4)本時の工夫点
本時の授業では、単元の指導目標で掲げた①～④のうち、以下の3点の指導
の工夫を実施する。
①推敲の観点の提示
②自己評価シートの活用
④推敲の練習と実施
(5)準備 口資料
アンケート用紙 (作文についての意識調査)、 手引き (ワークシー ト)、 自己
評価シート、自己評価シー ト記入例、振り返リシート
(6)本時の展開 (第2時)
時間 学習活動 指導上の留意点 評価
10
5
20
1.漢字テス トをする。
2アンケー トを記入する。
3手引き (ワー クシー ト)
使つて推敲の練習をする。
・漢字テス トを行う前に宿題の作文を
書いて来ているかチェックをする。
・アンケー トを配布する。
・手引き (ワー クシー ト)を配布する。
・自己評価シー トに記載してある評価
の観点で難しいものを取り上げ、手引
き (ワークシー ト)で確認していく。
・手引きの①「一つの段落に一つの事
柄」では、推敲記号 (改行する)を使
つて推敲の練習をさせる。
・推敲の練習は赤ペンで行わせる。
・手引きの②「長い文は句点を使つて
適切に切る」では、一文でできている
・手引き (ワ
ークシー ト)
に従つて推敲
の練習を行つ
ている。
(ワークシー
ト)
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第2項 授業の実際
(1)推敲の指導
手引き (ワークシー ト)を使つて推敲の練習を行つた。この活動では、実際
に推敲記号を使わせて推敲活動がどのようなものであるのかを認識させた。第
10
?
?
4自己評価シー トを見て、推
敲の観点を確認する。
5自己評価シー ト記入例を見
て、自己評価シー トの書き方
を理解する。
6自己評価シー トの観点に従
つて自分の文章を評価する。
7.本時の学習を振 り返る。
例文に句点を使つて3つの短い文に
直させる。
・手引きの④「主題がはつきりしてい
るか」では、例文のタイトルを記述さ
せ、なぜ様々なタイトルになるのかを
考えることにより、主題が明確でない
ことを捉えさせる。
・手引きの⑤「主語と述語を対応させ
る」では、主語と述語のどちらに文を
合わせるかによつて2通りの書き方
がある事を捉えさせる。
・自己評価シー トを配布する。
・その他の欄には自己評価シー トに載
つていない観点で、直した方がいいも
のを記入させる。
・自己評価シー ト記入例を配る。
・自己評価のコメント欄にどのような
ことを書けばいいのかを提示する。
,自己評価カー ドに従つて評価させ、
評価の理由を書かせる。
・机間指導をし、書き始められない生
徒がいたら、コメント欄にどのような
ことを書けばいいのか助言をする。
・評価が終わつたら、小さな声で音読
させ、不適切な箇所があれば自己評価
シー トに記入させる。
・振り返リシー トを回収する。
・観点に従つ
て自分の文章
を評価してい
る。
(ワークシー
ト)
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4時で自分の作文を推敲する時と同じように、推敲記号は赤ペンで書かせた。
①「一つの段落に一つの事柄」では、例文を内容ごとのまとまりになるよう
に、2つの段落に分けさせた。②「長い文は句点を使つて適切に切る」では、
一文で構成されている例文を2文か3文に直させた。③ 「文末をそろえる」で
は、常体と敬体の違いを把握し、それぞれどのような文末の言葉があるか考え
させた。④「主題がはつきりしているか」では、例文のタイトルを記述させ、
なぜ様々なタイ トルになるのかを考えることにより、主題が明確でないことを
提えさせた。⑤ 「主語と述語を対応させる」では、主語と述語のどちらに文を
合わせるかによって2通りの書き方がある事を捉えさせた。
なお、第2時は時間が不足した。なぜなら、この推敲の指導に時間を取り過
ぎたことと、アンケー トなど多くの活動を詰め込み過ぎたためである。授業者
の時間認識の甘さを課題とするところである。
(2)自己評価シー トの活用
自己評価シー トを使つて自らの文章を評価させた。初めに、自己評価記入例
を配布し、自己評価シートの書き方を把握させた。この時、自己評価シー ト記
入例と一緒に、第1時に配布した授業者が作成した400字の例文 (「夏休みの部
活」)も見ながら、授業者が自分の作文をどのように評価しているのか確認させ
た。それと同時に、「自
己評価のコメン ト」欄
には、どの観点に対す
るコメン トか分かる
ように、番号を書くよ
う に 指 示 し た 。
その後、実際に自己評
価シー トを記入 させ
る予定であつたが、時
間の都合上宿題 とな
ってしまい、その後回
収できたのが 20人だ
けとなってしまつた。
以下、生徒が記入 した
自己評価シー ト (図3-3)を示す。 図3-3 生徒が書いた自己評価シー ト
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第3節 相互評価の実践 (第3時)
第1項 指導計画
(1)日時
平成25年10月22日(火)第2校時
(2)本時の学習目標 (第3時)
・書いた文章を互いに読み合い、8つの観点に従つて評価やアドバイスを行い、
質疑応答を通じて意見交換ができる。
(3)本時の評価規準
。相互評価に取り組み、その結果を「本目互評価シー ト」に適切に記入している。
・グループ同士で相互評価シートに書かれたことに対して質疑応答している。
(4)本時の工夫点
本時の授業では、単元の指導目標で掲げた①～④のうち、以下の3点の指導
の工夫を実施する。
①評価の観点の提示
②相互評価シー トの活用
③グループによる相互評価活動
(5)準備・資料
自己評価シー ト記入例、相互評価シート、振り返リシート、ストップウォッ
チ
(6)本時の展開 (第3時)
?
?
学習活動 指導上の留意点及び支援の工夫 評価の方法
10
5
1漢字テス トをする。
2前時で配布された自己評価
シー トの記入例をもう一度確
認する。
3.相互評価活動のルールを確
認する。
・ア ドバイスの欄はできるだけ具体的
に書くように説明する。
・相互評価の観点は自己評価で扱つた
ものと同じものとする。
・相互評価シー トの書き方は自己評価
シー トと同じ書き方とする。
。今日の授業は黒板をノー トに写さな
くてよいことを伝える。
・ルールを板書し、以下の3点を確認
させる。
①作文は時計回りに回して読んでい
く。
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10
10
4「相互評価シー ト」を活用 し、
4人1組で互いの文章を相互
評価する。
5.相互評価で出た評価に対 し、
質疑応答するために交流する。
6.本時の感想を発表する。
7.振り返 リカー ドを記入する。
② lつの作文につき、読んで評価シ
ー トに記入する時間は4分を設け
る。
③点数をつけるためではなく、その
人の作品をより良くするための手
助けだと確認する。
・グループのメンパーによる指摘や提
案を採用して、書き直すかどうかの最
終判断は、書き手がすることを伝える。
・相互評価シー トを配布する。
・相互評価シー トは1人3枚ずつ取ら
せる。
・4人グループにさせる。
・作者に相互評価シー トを渡すのは最
後にすることを説明する。
,相互評価を始める前に相互評価シー
トに評価者の名前を書かせる。
・机間指導をして、書き進められない
生徒の手助けをする。
・時間はス トップウォッチで測る。
・初めに2分間グループのメンバーが
書いた相互評価シー トを見る時間を設
ける。
・交流のルールを板書し、以下の2点
を確認させる。
①廊下側の前の席にいる生徒から順
番に、時計回りで2分ごとに質疑
応答させる。
②自分の作文、自分へのアドバイス
について意見の交換をする。
・友達から指摘されたことをそのまま
受け入れるのではなく、一度考えて意
見を取り入れるかどうかは自分で考え
ることが大切だと説明する。
・相互評価シー ト、振り返リカー ドを
回収する。
・相互評価
に 取 り組
み,その結
果を「相互
評 価 シ ー
ト」に適切
に記入 して
いる。
(ワー クシ
ー ト)
・グループ
同士で相互
評価シー ト
に書かれた
ことに対 し
て質疑応答
している。
・本時の感
想を発表し
ている。
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第2項 授業の実際
(1)相互評価シー トの活用
第3時では、グループ同士で互いの作文を評価するために、相互評価シー ト
を活用した。書き方は第2時で使用 した自己評価シー トと同じ書き方であると
説明した。もう一度相互評価シー トの書き方の確認をするため、第2時で配布
した自己評価シー トの例文を全体で確認 しておいた。
4人グループの構成のため、 1人3枚ずつ相互評価シー トを記入させた。以
下に生徒が記入 した相互評価シー ト (図3-4)を示す。
図3-4 生徒が書いた相互評価シート
(2)相互評価活動
4人1組のグループになり、相互評価活動を行つた。4人グループの編成に
関しては、近くの席同士でグループを作らせた。
相互評価活動の手順は次のとお りである。
1.相互評価シー トを3枚ずつ配布 し、評価者の名前を記入
2.相互評価のルール (やり方)を指示
①お互いの文章をより良くするために行うこと
②l人4分で読んで評価シートに記入すること
③自分の作文は時計回りに回すこと
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3.評価活動の開始
4.終了後、質疑応答
1人4分の時間設定に関 しては適切ではなかったと考える。なぜなら、具体
的なア ドバイスを書いていない相互評価シー トが、72枚中 11枚見 られたからで
ある。4分では短すぎて、ア ドバイスを書 く時間が無かったのではないかと考
察する。 もう少 し、ゆとりをもつた時間設定に していれば、ア ドバイスを書 く
ことができていたのではないだろうか。
短い文章で説明す るために 400字とい う比較的少ない字数制限を定めた。 こ
れは相互評価する際にも効果的であった。生徒は原稿用紙一枚を読むだけでよ
かったので、短い時間で読むことができた。
写真3-1(他者の文章を読んでいる様子)写真3-2¢目互評価シートに記入している様子)
(3)質疑応答するための交流
相互評価シー トに記入する活動の後に、同じグループ内で出たア ドバイスに
ついて、質疑応答す るために交流 させた。初めに自分の作文に対 して書かれた
相互評価シー トを見る時間を2分間設けた。その後、質疑応答のルール (①廊
下側の前の席にいる生徒から順番に、時計回りで2分ごとに質疑応答する、②
自分の作文、自分へのア ドバイスについて意見の交換をする)を確認 した。
質疑応答の時間は、相互評価シー トに書かれたア ドバイスをもとにして話 し
合 うことにより、自分の作文の改善点に気づいたり、自分の考えが明確になっ
たりできると考え設定 した。 しかし、活発な交流ができていないグループが見
られた。もつと交流を活発にできるような工夫が必要である。なお、質疑応答
の課題については、第5節の第2項「成果と課題」(本論文p.99)で後述する。
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第4節 結果と考察
第1項 生徒作品の分析
(1)作文の変容 【全体】
2年1組32名(全37名のうち第1次作文と最終作文が揃つている生徒)の
第1次作文と最終作文について、評価規準 (表3-2)を基に分析を行つた。
評価規準は以下の5項目で設定し、 1項目につき00102点の3段階で点
数をつけ、10点満点の設定とした。
表3-2 評価規準
全体の評価結果はp.83に掲載 している表3-3のとお りである。32名の平均
点を項目別に見ると、第 1次作文と最終作文を比べると、内容は0.44点、構成
は0.19点、表現は0.53点、表記は0.56点上がった。
また、評価結果から次の3点についての傾向が明らかになった。
①3点以上伸びた生徒は9人
点数が3点以上伸びた生徒は9人だつた。内訳は、5点上がった者は1人、
4点上がった者は2人、3点上がった者は6人いる。5点上がった生徒に関し
ては第1項(3)作文の変容 【個別】(本論文p.86)でとりあげて詳述する。ま
た、それぞれの項目において、点数が下がつた者はいない。
②表現と表記の項目が上昇
4つの項 目の中で、特に表現と表記の点数が上がった。理由として、この2
つの項 目中の観点は、生徒にとつて比較的容易に改善点を見つけられるからで
あろう。その結果、評価が上がったと考えられる。表現 と表記においてどのよ
項 目 具体的な観点 点数
分析的項目 ①内容 ・主題が明確であるか
。題名と内容が合つているか
0・1・2
②構成 ・段落の役割を考えているか
。序論、本論、結論という構成になつている
か
0・1・2
③表現 ・読み手のことを考えて、わかりやすい言葉
や表現を選んでいるか
。文体は統一されているか
0・1・2
④表記 ・誤字脱字はないか
・ことばの選び方、使い方が正しく行われて
いるか
0・1・2
総合項目 ⑤全体の完成度 0・1・2
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うな特徴があつたのかは、次頁第1項(2)観点ごとの変容で述べる。
③女子より男子が伸び幅大
男子と女子で点数の伸び幅に違いが見られる。男子は0～5点、女子は1～
3点伸びている。男子の方が女子に比べて点数の伸び幅が大きい。この理由と
して、女子は第1次作文の段階で、すでに高い評価を得ていた。第1次作文に
おける男子、女子別の平均点は、それぞれ4.76点、6.43点であった。したがっ
て、女子の方が点数の伸び幅が小さかつたと推測できる。一方、増減なしの男
子生徒も4名いた。これは、自己評価、相互評価であまり改善点が見つからな
かつたり、改善点は見つけたが、書き直すことができなかったりしたためであ
ろう。
④項目ごとの分布と変動
項目ごとで点数別の人数の変動を調べた (図3-5)。結果は以下のとおりで
ある。
内容 構成
30
25
20
15
10
5
0   ‐
0点〔人〕
?
??‐?
2点(人)
1点(人}
?
‐?‐?
2点〔人〕
?
?
1点{人
1点〔人
25
20 ‐
■1次作文  15 ‐■最終作文111L
O点〔人)
表記
口1次作文
口最終作文
■1次作文
口最終作文
表現
25
20
15
10
5
0
ヨ1次作文
■最終作文
25
20
15
10
:|
0点〔人〕
?
?
図3-5 項目ごとの分布と変動
内容に関して、 1点から2点に上がった生徒が多く、14人もいる。これは、
生徒が自己評価 。相互評価活動をとお して、何について書きたいのか明確にな
り主題意識を持つようになつたからであろう。構成は、点数が上がっている生
徒もいるが、あまり人数の変動は見られない。それは、第 1時に文章構成の指
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導を行つたため、第 1次作文の段階で評価点が高かつたためである。また、表
現・表記に関して、0点の者がほとんどいなくなり (表現 1人、表記0人)、 2
点の生徒が大幅に増えていることが分かる。
表3-3 生徒作品の評価結果
第1次作文 最11作文
内容 構 成 表現 表 記 完成度 合計 内容 構成 表現 表記 完成趙 合 計 増減
男子
S-1 1 2 1 2 1 1 2 1 2 1 7 0
S-2 ?? 2 0 2 0 0 2 0
S-3 2 1 2 1 2 2 1 2 1 1
S-4 2 1 0 2 1 2 2 2 2 1
S-5 1 0 0 2 2 2
S-6 1 1 1 1 1 1 1 1 0
S-7 1 2 1 1 1 6 2 2 1 2 1 8 2
S-8 1 2 2 2 2 2 2
S-9 0 1 2 0 0 2 0 0
S― 1 2 0 0 2 1 1 1 6 2
S― 1 1 2 1 0 1 2 2 2 2 1 4
S― 1 1 0 0 1 0
S― 0 1 0 1 0 2 0 1 2 1 0 4
S― 1 1 0 1 2 1 1 2 2 4
S― 2 0 2 2 1 2 1
?
?
S― 1 0 1 2 1
?
?
S― 1 0 0 0 1 1 3
S― 1 2 2 2 2 2 2 10 8
女子
S― 1 2 1 2 1 7 2 2 1 2 1 8
S-20 1 2 2 1 2 2 2 2
S-21 1 1 0 1 1 2 2
S-22 1 2 1 1 2 7 1 2 2 1 2 8 1
S-23 1 2 1 0 1 2 1 1 1 6 1
S-24 2 2 2 2 2 2 2 10
S-25 2 2 2 2 2 2
S-26 1 2 0 1 5 1 2 1 2
S-27 1 2 2 1 2 2 2
?
?
S-28 2 2 2 2 2 1
S-29 1 2 1 2 1 7 2 2 1
?
? 1
S-30 1 1 2 1 1 2 1 2 1 7 1
S-31 2 2 2 1 2 1 8 2
S-32 2 2 2 2 2 2?
?
?
?
?
?
0点(人) 3 8 8 4 3 0 1 0 3
1点(人) 25 13 22 24 9 19 9 20
2点(人) 4 18 2 13 4 18 23 23 9
合計点 33 49 26 37
?
? 177 47 55 43 55 38238 61
平均点 1.031.530.811.161.005.531.471.721,341.72 .197_441.91
○青色の項目は3点以上上昇した生徒である。
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(2)項目ごとの変容
第1次作文と最終作文の結果に関して、それぞれの項 目ごとに見ていく。そ
れぞれの項 目に対 して対応のあるt検定を行つた。
①内容
内容の項目に関しては、有意な差が見られた (表3-4)。
表3-4 対応のあるt検定の結果 (内容)
1次作文 最終作文   t検定
平均   1.03   1.47    N=32
SD    O.47    0.67     t(31)=4.910**
率P<.05  書P<.01
第 1次作文に比べて最終作文では、主題を明確にして書き直している生徒が見
られた。具体的には、以下のような書き直しを行つていた。
・序論と本論で述べてきたことを結論でまとめる
。本論で述べる事柄を絞る
。「序論 。本論 。結論」で述べることを一貫させる
・より作文の内容に合っている題名に変更する
また、内容の項 目に関して評価が上がっている生徒の中でも、特に題名を変
更する生徒が多くお り、11名見られた。題名を変更することは、推敲によつて、
何を書きたいのかが明確になったからだと思われる。
例えば、表3-5の③の題名は、「柔道部での日々」という漠然とした題名か
ら、「先輩の引退、そして大会」という具体的な題名に変わっている。3年生が
部活を引退し、部活が2年生へと引き継がれて、新メンバーで大会に挑む内容
が題名から伝わってくる。
表3-5 生徒が考えたタイ トル例 (内容)
第1次作文      最終作文
①コンクール   → 努力があつての感動
②大切な試合   → 「次への一歩」
③柔道部での日々  → 先輩の引退、そして大会
④最近の部活   → 最近の朝練の結果
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②構成
構成の項目に関しては、有意な傾向が見られた (表3-6)。
表3-6 対応のあるt検定の結果 (構成)
1次作文 最終作文   t検定
平均   153   1.72    N=32
SD    O.57    0.46     t(31)=2.675・
*P<.05  **P<.01
生徒は文章構成を意識 して書いていた。 しかし、他の項 目に比べて構成の項
目は点数の変化が少ない。その理由としては2つ考えられる。
1つ日は、第 1次作文の段階で平均 1.53点と、すでに評価が高いことである。
したがって、ほとんどの生徒が第 1次作文の段階で文章構成を考えて書いてい
ることが分かる。それは、第 1時の段階で授業者が、第 1次作文を書く前に「序
論 。本論 。結論」の文章構成の指導を行つた。その後、生徒は第 1次作文を書
いたため、文章構成を意識 していたと言える。さらに、最終作文の段階で分か
りやすい段落構成に推敲 している生徒も見られた。
2つ日の理由として、構成を大きく変えることは、生徒にとつて難 しいのだ
と考えられる。作文指導の中で段落を入れ替えたり、増や したり、削つたりす
る練習がもつと必要である。
③表現
表現の項目に関しては、有意な差が見られた (表3-7)。
表3-7 対応のあるt検定の結果 (表現)
1次作文 最終作文   t検定
平均   0.81   1.34    N=32
SD    O.54    0.55     t(31)=4.836**
*P<.05  **P<.01
読み手のことを考えてより分か りやすい言葉や表現に書き直 していた。主な
特徴としては以下の5点である。
。主語と述語を対応する
・文体を統一する
・一文を短くする
・具体的な言葉や数字などを使 う
・適切な接続語を使 う
④表記
表記の項目に関しても、有意な差が見られた (表3-8)。
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表3-8 対応のあるt検定の結果 (表記)
1次作文 最終作文   t検定
平均   1.16   1.72    N=32
SD    O.81    0.46     t(31)=4.756**
*P<.05  **P<.01
表記の間違いは自己評価の時点で気づく生徒が多かった。 しかし、相互評価
により、さらに作文の精度が高まり、表記の間違いについてはほぼ書き直すこ
とができていた。生徒は以下のような書き直しを行つていた。
・誤字脱字を訂正する
。ひらがなを漢字に直す
。段落の初めは一字下げる
。句読点を適切につける
(3)作文の変容 【個人】
次に、個別で生徒の作文が自己評価、相互評価を通 してどのように変化 した
のかを、以下の2つのカテゴリーに分けて見ていく。
①相互評価が有効であつた例
②自己評価及び相互評価が有効であつた例
①相互評価が有効であつた例
S‐5の作文の変容を見ていく。このグループは1人欠席者がいたため、3人
グループで相互評価を行つた。また、第2時では自己評価活動を宿題にしてし
まい、その結果S‐5自身は自己評価をしてこなかつた。つまり、S‐5の作文が
変容したのは相互評価によるものと考えてよい。まずは、S‐5の第1次作文を
以下に提示する。
S-5が書いた第1次作文
今までの部活
ぼくは、部活に入部したときは、まだテニスの事はまつたく知らなかつた。
部活に行くとせんぱいがたが、すごくうまくて、そんけいしていた。
テニスのルールは、とてもむずかしくて、サープの順ばんとかしつかり覚えられるかが心配でした。しかし
今になるとちやんと分かつているのでルールはちやんとできました。
先生は、テニスの面より他の事をきちんとしなさい。と言つていました。他の事というのは声をしつかり出
したりあいさつをしつかりしたり練習試合の時に他校に行つた時にトイレをかりた後にスリッパを次の人
の事を考えてしつかりそろえたりと、そういう面をしつかりしろと先生は言つています。
今は、部員の皆がうまくなつていて、試合でもどんどん勝ちあがつていつているので、応えんするがわも
楽しいです。
テニス部をこれからもずつとつづけていつて、さいごまでやりつづけてたいです。
この生徒は段落構成を考えて書くことはできている。 しかし、本論にあたる
86
第Ⅲ章 実践授業Ⅱ
3段落と4段落ではそれぞれ別の話題を挙げている。具体的には、3段落 日で
はテニスについて書いてお り、4段落 目では先生の指導について書いている。
その結果、主題が明確になっておらず、何について書きたいのか分かりにくく
なつている。
次に S‐5と同じグループ内の2人 (S‐31、 S‐15)力｀この作文をどのように
評価 したのかを見る (図3-6、7)。
評価者 S‐31は内容、構成、表記のカテゴリーに対してそれぞれ 1つ以上具体
的に気づいた点を書いている。特に、②の 「主題がはつきりとしているか」と
いう観点に対 して、「先生が言 う事が半分以上かいていて主題がテニスなのか先
生なのかわからない。」と指摘 している。これは、どちらか一方に話を絞ること
によつて、主題を明確化できると考えたからであろう。また、構成のカテゴリ
ーについても「一つの段落にたくさん書いている」、「段落分けをしよう」など
と正しく段落分けをするように指摘 している。内容ごとのまとまりに段落を分
けるように、呼びかけていることがうかがえる。
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図3-6 S-31が記入 した相互評価シー ト
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図3-7 S-15が記入した相互評価シー ト
もう一人の評価者 S‐15は、ア ドバイスがどの項 目か分かるように番号を書い
ていないが、それぞれのカテゴリーに対 して、S‐31と同 じように具体的にア ド
バイスを書いている。
S‐15は主題をはつきりさせるために「タイ トルは『テニス部での日々』とか
の方が分かりやすいと思 う」と助言している。 S‐31とS‐15では具体的なア ド
バイスはそれぞれ違っている。 しかし、どちらも作文の主題が明確でないこと
に着日して評価 している。
また、構成のカテゴリーについても、「段落が分かれてないので読みにくいか
ら段落を分けるべきだと思 う」と、S‐31と同じように正 しく段落を分けるよう
指摘 している。
最後に、 S‐5が2人の指摘を聞いてどのように推敲 したのかを見ていく。
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S-5が書いた最終作文
部活での日々
ぼくは、部活に入部した時は、まだテニスの事は全く知らなかつた。
部活に行くと先輩方が、凄く上手くて、そんけいしていた。
テニスのルールは、とても難かしくて、サーブの順番とかしつかり覚えられるかが,心配でした。しかし今
になるとちゃんと分かつているので良かつたと思いました。
テニスは前にポジションとる人と後ろにポジションをとる人があります。後ろの人は、打ち合いで、相手
を崩し軽いボールが返つて来た所を前に居る人が決めます、相手の動きなと 読み、おもいきつて決め
いきます。
今は、部員の皆がうまくなつていて、試合でもどんどん勝ちあがつていつているので、応援する側も楽
くなつてきました。
先生はテニス以外の事をまずきちんとしなさい、と言つています。そういう事もふくめて、これからも部
■ヽ f―Lヽル榮 l.ヽ
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S‐5の作文は次の4点で良くなった。
・3段落と4段落でテニスについて書き、話題を絞る
・主題を明確にする
。最後の段落に先生の指導について書き、話をまとめる
,段落分けを正しく行 う
したがつて、授業者の評価では、以下のように変化 した (表3-8)。
表3-8 S-5の点数の変容
第1次作文 最終作文
内容 構成 表現 表記 完成度 合計 内容 構成 表現 表記 完成農 合計
1 1 0 0 1 2 2 1 1 2 8
②自己評価、相互評価ともに有効であつた例
次に、自己評価、相互評価がともに有効であつた例を示す。このグループは
4人で相互評価を行うことができた。
S‐27は第一段落 。第二段落で警察官になる夢について書き、第二段落 。第四
段落では柔道部での出来事を書き、第五段落 。第六段落では身長を伸ばす必要
性について書いている。その結果、本論の話題が多くなってしまい、結論が最
後の一文だけでうまくまとまっていない。そのため、主題も明確ではない。
では、S‐27自身は自己評価シー トを使つてどのように評価 したのか見ていく
(図3-8)。
S-27が書いた第1次作文
将来の夢
私の将来の夢は、警察官になることです。
警察官になりたいと思つたきつかけは、友達のおじいちゃんとおばあちゃんが警察官で仕事
が終わつて帰つてきた姿がかつこ良くて自分もああなりたいと思つたのがきつかけです。
中学校に入り、部活は柔道部に入りました。警察官になるには柔道か剣道どちらかやつて
いたほうがいいらしく柔道部にしました。
柔道部の先輩のお兄さんが警察官を目指していて今警察学校へ行つています。警察学校
はとても大変らしいですが、すごくやりがいがあると言つていました。その先輩は私に、「ちゃ
んと勉強して、柔道で黒帯とれよ」と言われたのでがんばろうと思います。
もう一つ言われたのが身長伸ばせでした。
もつと伸びないと警察学校の試験すら受けられないらしいです。
だから、将来の夢は身長伸ばして警察官になることです。
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図3-8 S-27が記入した自己評価シー ト
S‐27はそれぞれのカテゴリーについて 1つずつコメン トを書いている。その
中で、 S・27が△ と評価 した観点は以下の3点である。
・③具体的な事柄が詳しく書かれているか
。⑤一つの段落に一つの事柄が書いてあるか
。⑥段落と段落はつながっているか
内容のカテゴリー では「とちゅうで話がズレてる」とコメントを書き、S‐27
自身も主題がはっきりしていないことを認識できている。また、構成のカテゴ
リー では、「一つの段落に1つのことを書く」と具体的なコメントを書いている。
次にS‐27と同じグループの3人(S‐14、 S‐18、S‐24)がS‐27の作文をど
のように評価したのか見ていく (図3-9、10、 11)。
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図3-9 S-14が記入した相互評価シー ト
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1人目のS‐14は②「主題がはつきりしているか」と④「序論・本論 。結論の
二部構成で書いているか」という観点に対して△と評価している。②の観点に
対して、「将来のゆめについてなのか部活の事なのかよくわからなかった」と指
摘している。この事からS‐14はS‐27と同じように主題が明確になっていない
と認識していることがわかる。また、④の観′点に対して、「結論が短すぎる」と
指摘しており、S‐27が気づいていない点についても言及できている。
図3-10 S-18が記入した相互評価シー ト 図3-1l S-24が記入 した相互評価シー ト
次に2人目のS‐18は、③の観点に対して「もつと詳しくかいたらいいと思う」
と指摘し、⑤の観点には「一つの事柄をていねいにかいたらいいと思う」と書
いている。
3人目のS‐24は、③の観点に対して「伸長何cmのばしたらいいのか具体的
に書けばいい」と指摘し、⑨の観点には「2行日から6行日のところ、主語と
述語が対応してない」と言及している。
これらの自己評価シート・相互評価シートを参考にして、S‐27は以下のよう
に作文を推敲した。
S-27が書いた最終作文
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将来の夢
私の将来の夢はt警察官になることです。
きつかけは、友達のおじいちゃんとおばあちゃんが警察官でその姿がかつこ良くて自分もなりたいと
思つたのがきつかけです。
中学生になつた私は柔道部に入りました。
柔道部の先輩の中に警察官を目指している人がいました。一人の先輩はもう引退していた人で今で
は警察学校へ行つています。
警察学校の試験を受けるには身長が155cm以上必要なのに私はぜんぜん足りていません。
だから身長を伸ばすこともがんばらないといけないです。
今の私では警察官なんて夢のまた夢ですが長いこともち続けている夢だし、先輩に負けたくない、そ
に守りたい人もいます。
だから、私は絶対に警察官になつて周りの人や大切な人の笑顔と命を守りたいです。
これが私の将来の夢です。
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N‐27の作文は次の3点で良くなった。
・本論の話題を警察学校の事に絞る
。最後に警察の使命について書き、結論を適切にまとめる
。具体的な数字を用いて、内容を分かりやすくする
したがつて、授業者の評価では以下のように変化 した (表3-9)。
表3-9 S-27の点数の変容
第1次作文 最終作文
内容 構成 表現 表記 完成度 合計 内容 構成 表現 表記 完成度 合計
1 1 1 2 1 C 2 1 2 2 2 9
第2項 自己評価シー トロ相互評価シー トの分析
本項では、自己評価シ‐ 卜・相互評価シー トにどのような記述が見られたか
を分析することによって、評価活動の有効性を検証する。
(1)自己評価シー トの分析
まずは自己評価シー トの分析をする。なお、授業時間の関係で自己評価活動
は宿題としてしまったため、自己評価シー トを記入 し提出している者は32名中
20名である。自己評価シー トのコメン ト数を以下の表にまとめた (表3-10)。
⑨その他の項目で「文体の統一」、「主語述語」、「字の丁寧さ」に関しては、コ
メントを書いている者が0人であるが、相互評価シー トの記述数集計表 (表3
-11、表3-12)との兼ね合いで項目を設けている。
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表3-10 自己評価シー トの記述数集計表
内 容 構 成 表記 ⑨その他
0 ② 0 ④ Q 0 の 0
題名と
内容 主題
具体
的
?
?
?
? 一段落
―内容
段落の
つな力く誤字、脱字 漢字
?? X裕の統
?
?
?
? 字の
丁寧さ
?? 合計
S― 2 1 4
S-2 0
S-3 1 2 4
S-4 1 1
S-6 0
S-8 1
S-10 0
S-11 2 1 3
S-13 0
S-16 1
S-20 1 i 3
S-21 1 1 2
S-23
S-24 1 1
S-26 1 1
S-271 1
S-28 1 1
S-29 1 1
S-30 2
S-31 2 1 3
合計 i 1 3 4 0 0 0 0 4
①全体的な傾向
内容のカテゴリー に対するコメント数の合計は19個、構成のカテゴリー に対
しては9個、表記のカテゴリー に対しては9個であつた。全体では特に、内容
のカテゴリー に対するコメントが一番多かった。
②内容カテゴリー の「具体的」が多数
コメント数が1番多い内容カテゴリー の中でも、「具体的な内容に書き直す」
というコメントが1番多かった。例えば、「何の部活をしているのか」や「いつ
行われたか」などである。
一方、①、②についてコメントを書いている生徒は2人だけであつた。その
理由は、自らの作文を読み返して、主題がはつきりしているかどうかを判断す
るのは難しいからであろう。
③コメント数と最終作文に反映した生徒数
コメントを5個書いている生徒は1人、4個書いている生徒は2人、3個書
いている生徒は6人、2個書いている生徒は3人、1個書いている生徒は4人、
書いていない生徒は4人であつた。
自己評価シー トに記載された内容が、最終作文に反映されているかについて
1次作文と最終作文とを逐一分析した。また、自己評価シー ト、相互評価シー
トの両方で指摘されている生徒は除いて人数を数えた。その結果、自己評価シ
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― 卜にコメン トを書いていない4人を引いた 16人の中で、最終作文に反映 して
いる生徒は9人いた。一方、自己評価シー トにコメン トを書いているのに、最
終作文に反映されていない生徒が7人いることになる。その1つの理由として、
自己評価シー トに書いたが、もう一度熟考 した結果、自己評価シー トは反映さ
せなかつたのではないかと考えられる。
(2)相互評価シー トの分析
次に相互評価シー トの分析を行 う。相互評価シー トにある指摘された数を集
計 し以下の表にまとめた (表3-11、12)。青色の項目は、3点以上点数が上昇
した生徒である。
助言の質によつて数字と*(アスタリスク)に分けた。数字は作者の推敲に
役立つ具体的な助言を、*にはそ うではない助言を入れた。例えば、*に入れ
た助言は「題名 と内容がしつかり合つていた」や 「具体的な事柄が、詳 しくし
つかり書かれていてよかつた」など肯定的な評価であるが、次の推敲活動への
具体的な助言になつていないものである。
表3-11 相互評価シート記述数集計結果
相 互 「Elン¨―ト 内容 成 表記 ③その他
0 ⑤ 0 ③
作者 題名と内容 主題
具体
的
?
?
?
? 一段路
―内書
??? ???? 漢字 句読点
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?? 合H
??．??
?
?
?
?
?
S-1S-4 * 0 1 0
S-17 0
S-23 1
S-2S-13* * * 0 1 0
S-32 1 1
S-4S-1 1 *
S-17 1
S-23
S-5S-151 1 1 1 4
S-31 1 1
S-6S-7 * * * 1 4 0
S-20 1 1
S-28 1
S-7S-6 0
S-20 1 1
S-28 1
S-8S-11* 1 * 1 * *
S-30 1
S-9S-25 1 * * : 0
S-29 1 1
S-10S-12 * ホ * * 0 0
S-21 * * 0
S-11S-8 1 1
S-30 2 3
S-12S-101 1 3 1
S-21 1 1
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「薔 シー ト 内容 成 表記 ③その他
作者 評価籠題名と内客 主題
具体
的
二部
構成
?
?
?
?
?
?
??? 瞑宇、脱字 澳宇 句読点
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
その
他
?
?．??
?
?
?
?
】
S-13S-2 0 1
S-32 * 1 * 1
S-14S-18 1
S-24 1 3
S-271 1 3
S-15S-5 1 1 * ホ
S-31 2
S-16S-22 * 1 申
S-26 1 1 4
S-17S-1 5
S-4 1
S-23 : 1
S-18S-141 1 1
S-24 ホ 4
S-271 1
S-20S-6 * 0 2
S-7 1
S-28 * 0
S-21S-10* * 1
S-12 中 *
S-22S-10 1 3 1
S-26 * * 1
S-23S-1 1 * 1 2 1
S-4 * 0
S-17ネ 0
S-24S-14 1 2 4
S-18 2
S-27 * * * 0
S-25S-9 0
S-29
S-26S-16 2 4
S-22* * 1
S-27S-14 1 2
S-18 1 2
S-24 1
S-28S-6 * * 0 1 !
S-7 率 * * 0
S-20 1 :
S-29S-9 0 1 1
S-25 :
S-30S-8 2 3 1
S-11 ホ ホ * ネ 0
S-31S-5 1 3 5 2
S-15 2
S-32S-2 1 1 2
S-131 1
合 計 16 9 10 8 9 3 9 0
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自己評価 と同様に具体的に書き直すという指摘が最も多かった。また、グル
ープ内の指摘数は最大で 10個あった。
作文の点数が3点以上増えた9人に関して、*を除く指摘された数を調べて
みると比較的多いことが分かる (表3-12)。
そこで、指摘された数が最終作文の質に影響 しているのかを調べるため、指
摘された数 と作文の評価点の増減で積率相関係数の検定を行つた。検定結果は
以下の通 りである (表3-13、図3-12)。
表3-13 積率相関係数
積率相関係数
r=                 0.71
無相関の検定(両側)
df=
判定 p〈0.01
r 解 釈
0.0-0.2ほとんど相関関係がない
0.2～0.4弱い相関関係がある
0.4-0.7中程度の相関関係がある
0.7～1.0強い相関関係がある 図3-12 積率相関係数
検定の結果、強い相関関係があることが分かつた。このことから、指摘の数
は、最終作文の質に影響すると言える。そして、具体的な助言が多いほど最終
作文が良くなったと言える。 したがつて、相互評価活動を上手く機能させるた
めには、グループ内で多くの具体的な指摘が出るようにすれば良い。
また、3人と4人によるグループで、違いはあまり見 られなかった。グルー
プの中に作文を的確に評価できる生徒がいると、相互評価活動には大きな効果
がある。4人グループでも正確に評価できなければ効果があまり出ない。つま
り、グループ内の人数よりもグループの質が大切である。そして、アスタリス
クが付いているような肯定的な評価は、生徒の自信につながる。 しかし、それ
よりも、生徒一人一人が作文を的確に評価でき、具体的な指摘をできるように
28
表3-12 作文の点数が3点以上上がった生徒の指摘された数
生徒 S-4 S-5 S-11S-14S-15S-16S-17S-18S-27
指摘された数 5 10 6 8 4 6 9 10 6
点数の増減 3 5 4 4 3 3 3 3 3
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することが重要である。
第3項 振り返 リシー トの分析
振 り返 リシー トを分析することによつて、自己評価 。相互評価活動の有効性
について検証する。本実践で行つた4時間のうち、自己評価活動は第2時、相
互評価活動は第3時に行つた。 しかし、時間の都合上、自己評価活動は宿題に
してしまった。そのため、生徒は自己評価活動に対する記述を、振 り返 リシー
トに書くことができなかった。そこで本項では、相互評価活動に関連のある第
3時の振 り返 リシー トを分析する。分析の結果は以下の通 りである (表3-14)。
ただし、 S‐5の記述は、両方の項目 (相互評価活動を支持 している、相互評価
活動の課題について書いている)に該当するため、全体で100%にはなっていな
い。
(1)相互評価活動を支持 している記述
相互評価活動を支持 している生徒は32名中24名(75%)であつた。代表的
な記述例は以下のとお りである。
。今回の授業で、自分や他人の意見や考えなどを共に共有できて、よりよい作文にすることを
考えることができた。(S-8)
・自分で書いたのを読んでも、まちがいは気付けなかつたけど他の人は、僕と違う見かたをす
るのでまちがつているところを教えてもらえた。(S-11)
・他の人に評価してもらつて改めていろいろな事が分かつた。次の時間にするすいこうもこう
して他の人に意見をもらう事でより分かりやすくなつたきがしました。(S-14)
。今日は自分の作文だけでなく、他の人の作文や意見もきけたので、気づいたことがたくさん
あった。一人で読んでいると見落とす所もア ドバイスをもらつて気づけた。(S-22)
これらの記述は、相互評価をとお して、自分一人では気づけない点を改めて
認識できたと感 じてお り、相互評価活動が有効であつたと考えてよい。
(2)相互評価活動の課題についての記述
相互評価活動の課題について記述 している生徒は32名中2名 (6.25%)であ
つた。振 り返 リシー トの記述は以下のとお りである。ただし、S‐5については、
下線部分が該当する記述である。
表3-14 振 り返 リシー ト分析結果
相互評価活動を支持 している 相互評価活動の課題について
書いている
その他
24 (75%) 2 (6.25°/0) 7 (21.88%)
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・ア ドバイスとかが良くてそれをいかしていきたいと思いました。他の人の文章が良かった
ので、あまリア ドバイスする事が無かつたです。(S-5)
。相手の人の作文に意見などを考えるのはとても難しかつた。(S-6)
振 り返 リシー トでは2名のみが評価することの難 しさについて記述 している。
しかし、相互評価シー トにア ドバイスを書くことができない生徒は他にもいた。
このことから、以下の2点が課題 として挙げられる。
・第 1次作文の段階で、良くできている作文の改善点を指摘することは難 しい
・たとえ改善点があるとしても、他者の文章を読んで評価 し助言できない生徒
力れ るヽ
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第5節 実践授業 Ⅱの成果と課題
第1項 分析結果のまとめ
(1)仮説 Iについて
分析結果を整理し、研究仮説が成り立つかどうか検証する。
【研究仮説Ⅱ】
設定した評価の観点をふまえて自分の文章を評価することにより、より分かりやすい文
章に書き直すことができるであろう。
①自己評価シー ト
自己評価をとおして、より分かりやすい文章に書き直している生徒は9人い
た。しかし、自己評価活動を宿題としてしまい、授業者が直接指導することが
できなかった。その結果、自己評価シートを記入し提出している生徒は32名中
20名となり、データ数が少なくなつた。したがって、研究仮説 Iについては支
持されたとは言い切れない。自己評価活動を有効に機能させるためには、教師
の指導が必要である。
(2)仮説Ⅲについて
分析結果を整理し、研究仮説が成り立つかどうか検証する。
【研究仮説Ⅲ】
設定した評価の観点をふまえて相互による評価を行うことにより、自分だけでは気づか
ない改善点に着目でき、より分かりやすい文章に書き直すことができるであろう。
①生徒作品
全体 32名の評価点 (10点満点)力｀平均 5.53点から7.44点に 1.91点に上が
つた。これは自己評価を最終作文に反映 している生徒も含む。そこで、自己評
価を反映している生徒を引いた、相互評価のみを取 り入れて書き直 している生
徒 23人で、 1人あたりの作文の平均点を出したところ、5.22点から7.13点に
1.91点上がっていた。このことから、相互評価で出されたア ドバイスを取 り入
れて、より分かりやすい文章に書き直しているのがわかる。
②相互評価シー ト
相互評価シー トで指摘された数が最終作文の質に影響 しているのかを調べる
ため、指摘された数 と作文の評価点の増減で積率相関係数の検定を行つた。そ
の結果、 r=o.71を示す強い相関関係があることが分かつた。つまり、具体的
な助言数が多いと、作文の評価点が上がると言える。また、生徒は相互評価シ
ー トを用いることによつて具体的な観点で作文を評価でき、ア ドバイスを書く
ことができた。 したがって、相互評価シー トを用いて、相互評価活動を行 うこ
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とによつて、自分だけでは気づかない改善点に気づくことができ、より分かり
やすい文章に書き直せたと言える。
③振り返リシー ト
相互評価活動を行つた第3時の振 り返 リシー トで、32名中 24名(75%)が
相互評価活動を支持 している記述をしていた。生徒の記述内容には、相互評価
活動によって、改めて気づくことがあったという記述が見られた。このことか
ら、相互評価をとお して、自分一人では気づけない点を改めて認識できたと感
じていることがわかる。
以上の結果から、研究仮説Ⅲは支持されたと考える。
第2項 成果と課題
第 1節第3項で述べた授業方法の工夫①～④ (p.67)について、成果と課題
を述べていく。
①評価の観点の提示
評価の観点を提示したことは、生徒が明確な観点で作文を評価でき、推敲す
る上で有効であった。ただし、生徒は内容のカテゴリー のうち、特に主題につ
いて判断しにくいようである。
②自己評価シー ト・相互評価シー トの活用
評価シー トを活用することは、評価した作文の改善点について、具体的に記
述することができる点で有効であつた。ただし、自己評価活動についてはおお
いに改善の余地がある。
③グループによる相互評価活動
グループによる相互評価活動は、自分1人では気づかない点について指摘を
受け、自らの作文を推敲する上で有効であった。ただし、 1人あたりの相互評
価シー トに記入する時間や質疑応答に関して課題が残る。
特に、質疑応答では授業者の指示が明確でなかった。そのため、生徒は質疑
応答の時間にどのような活動をすればいいのか分からないようだった。また、
生徒自身もグループ学習に慣れておらず、活発な意見交換ができていなかった。
そこで質疑応答の改善策として以下の2点が挙げられる。
①日常の授業の中にグループによる話し合いをもつと取り入れる。
②授業者がテーマや内容、グループ内の役割、時間など明確な指示を出す。
③グループの中で司会や記録などの役割を決めさせ、司会の手順要領を記した
司会カードを用意する。
④推敲の練習と実施
推敲の練習をすることにより、問題無く自らの文章を推敲できた。ただし、
推敲の練習を行うことにより、時間の余裕が無くなってしまった。そのため、
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当初は教師の指導のもと、評価の観点に従つて行 う予定であった自己評価活動
ができなかった。4時間の中で、推敲の練習を行つたのが、いささか無理な時
間配分となり、他に影響を及ぼした。
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終章
本研究の目的は、「推敲活動」と「『読むこと』と『書くこと』における関連
指導」に重点を置いた作文指導を行なうことにより、生徒が読みやすく分かり
やすい文章を書けるようにすることであつた。本研究は以下の研究仮説に基づ
いて行つた。
【研究仮説 I】
教材文の工夫点を自らの文章に取り入れることにより、より分かりやすい文章に書き直
すことができるであろう。
【研究仮説Ⅱ】
設定した評価の観点をふまえて自分の文章を評価することにより、より分かりやすい文
章に書き直すことができるであろう。
【研究仮説Ⅲ】
設定した評価の観点をふまえて相互による評価を行うことにより、自分だけでは気づか
ない改善点に着日でき、より分かりやすい文章に書き直すことができるであろう。
これ らの研究仮説を基に単元設計をし、授業実践を行つた。実践授業 Iでは
研究仮説 I・Ⅱを、実践授業 Ⅱでは研究仮説 Ⅱ・Ⅲを設定 し、授業を行つた。
ここでは、実践授業 IoⅡで明らかとなつた成果 と課題について整理する。
第 1節 研究の成果
本研究の成果として4点が挙げられる。
(1)教材文の工夫点の活用
教材文の工夫点を活用することは、生徒の作文の質を上げることに大きく寄
与した。特に、生徒作品の内容 。構成 。表現が顕著に変化し、より分かりやす
い文章に書き直すことができ、教材文の工夫点を活用することの有効性が明ら
かになった。また、教科書の表現を自分の作文に活かすことは、読解の発展と
しての作文学習としても有効であり、「読むこと」と「書くこと」を相互に関連
させて指導することができた。
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(2)評価の観点の提示と評価シー トの活用
評価の観点が書かれた評価シー トを使用 して実践を行つた。評価の観点を提
示したことは、生徒が明確な観点で作文を評価でき、推敲する上で有効であつ
た。
また、実践授業 Iでは自己評価シー トを、実践授業Ⅱでは自己評価シー トと
相互評価シー トを使つて授業を行つた。評価シー トを活用することは、評価 し
た作文について、的確な評価を行 う上で役立った。
(3)自己評価活動とグループによる相互評価活動
自らの文章を明確な視点を持つて自己評価することは、改善点や間違いなど
を見つけることができ、より分か りやすい文章に書き直すことに繋がった。特
に、自己評価では表記面に関する間違いを正すことが容易となった。そして、
自己評価活動によつて、自らの文章を振 り返 り、より良い表現を判断すること
ができた。
グループによる相互評価活動は、自分 1人では気づかない点について指摘を
受け、自らの作文を推敲する上で有効であつた。
また、自らの作文について具体的な指摘が多いほど、最終作文の質が良くな
ることがわかつた。 したがつて、相互評価活動を上手く機能させるためには、
グループ内で具体的で的確な指摘が多く出るようにすれば良いと言える。
一方、グループの人数は、最終作文の質に影響 しないことがわかつた。それ
よりも、グループの中に作文を的確に評価できる生徒がいると、作者はその指
摘を取 り入れて書き直 し、最終作文の質が向上する結果 となつた。つまり、グ
ループ内の人数よりもグループの質が大切である事が明らかになつた。
(4)推敲の練習と実施
実践授業 I・Ⅱの両方の実践で、授業者が作成 した例文を使い、クラス全体
で推敲の練習を行つた。推敲の練習をすることにより、スムーズに自らの文章
を推敲でき有効であつた。
そして、生徒に推敲活動を自分で体験させたことにより、推敲の意義及び評
価の観点を提えさせることができた。
第 2節 研 究 の課 題
本研究の課題 として3点が挙げられる。
(1)評価の観点の精選
評価の観点を提示 したことは、生徒が明確な観点で作文を評価でき、推敲す
る上で有効であつた。 しかし、推敲する段階で大きく文章構成などを変える生
徒は少なく、表記面の推敲をしている生徒が多かった。作文の内容や構成を、
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より分かりやすく書き直せるような評価の観点を精選する必要がある。
(2)文章を評価することに慣れる
自己評価 。相互評価において評価シー トを使用 して改善点を具体的に書ける
ようにした。 しかし、作文を的確に評価できず具体的なコメン トを書けない生
徒が見られた。これは文章を評価 して読むこと自体に生徒が慣れていないこと
が考えられる。普段の学習過程でも文章を評価する学習を取 り入れ、生徒に慣
れさせる必要がある。
例えば、教科書の読解活動において、内容だけでなく、筆者がどのような表
現上の工夫をしているか、またその工夫によってどのような効果があるのかを
評価 して読む方法などが考えられる。普段からそのような学習を取 り入れるこ
とにより、自らの文章を読み直す際にも、客観的な視点で評価できるようにな
るだろう。
(3)グループによる相互評価活動
相互評価活動において、 1人あたりの相互評価シー トに記入する時間は4分
で行つた。その結果、具体的な助言を書いていない相互評価シー トが、いくら
か見られた。この原因の1つとして、時間制限が挙げられる。 もう少 し、ゆと
りをもつた時間設定にしていれば、助言を書くことができていたのではないだ
ろうか。
また、質疑応答に関しても2つ課題が残る。 1つ目は、授業者の指示が明確
でなかったことである。そのため、生徒は質疑応答の時間にどのような活動を
すればいいのか分からないようだった。 2つ目は、生徒 自身もグループ学習に
慣れておらず、活発な意見交換ができていなかったことである。
以上の課題を克服する授業を開発 し実践を行い、分析・評価・改善をとお し
て、より分か りやすい文章を書く力を育成する授業モデルを構築することを今
後の課題 としたい。
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中学校国語科説明的文章を分かりやすく書くための
授業方法の工夫
一推敲活動と「読むこと」「書くこと」の関連指導を手立てとして一
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宮本 将幸
実践者 木口敦子 (第六学年 )
単元名 意見文を書こう一結論に結びつく明確な根拠を選んで一
単元計画 1 いろいろな形式の意見文の例を読み、自分たちが書く意見文のイメージをも
2.3提示 された教材文を読み取 りながら、文章構成や段落の役割を分析 し、意見
文の基本的な書き方を 「そ うだつたのか !意見文」にまとめる。
4.5意見文の構成を考え、決定する。
6「そ うだつたのか !意見文」に沿つて、一段落ずつ文章を書き、第 1次原稿を
仕上げる。
7 第 1次原稿の見直 しの視点を話 し合つてから、友達の第 1次原稿を読み、助
言メモを書く。友達が書いた助言メモを参考に自分の第 1次原稿に改善メモを
書 く。
8 友達の助言メモ、自分で書いた改善メモをもとに、最終作文を書き上げる。
9 できあがつた意見文を発表 し、感想を述べ合 う。
評価の方法 【全体】評価の視点を児童に気づかせるように意図的に作成した第1次原稿の
例文を示し、「そうだつたのか !意見文」に沿つて、全員で話しあいながら評価
させる。
【ペア】「そうだつたのか !意見文」と確認した評価の視点をもとに、友達の第
1次原稿を評価し、助言メモを書き入れさせる。
評価の順序 クラス全体→ペア
評価の観点
①組み立て
(構成)と
内容
②表現
「そ うだったのか !意見文」を基に
序論 (はじめ)・・ 。課題・問題提起
本論 (なか)・・・意見の根拠 となる事実 *「なか」の根拠は二つ以上
(まとめ)。・・事実の共通点のまとめ・感想
結論 (むすび)。・・「まとめ」を受けて 「はじめ」の答えとなる意見を書く。
・文末をそろえる (常体・敬体) 。余分なくわ しさはいらない
。事実の中に意見を入れない
推敲の段階 第 1次作文を書き上げた後
備考 ・互いの第 1次原稿の効果的な相互評価や推敲をさせるために、評価の前に、
全員で話し合いながら例文の添削をさせ、評価の視点を明確にする。
。できるだけ客観的な目で推敲して助言メモを書くことができるように、交換
して推敲させる第 1次原稿は、児童の第1次原稿をワープロで打ち直し、無記
名にしたものとする。更に、誰にどれを推敲させるかは、児童の能力差などの
実態にそつてあらかじめ決めておく。
実践者 立田晃 (安芸太田町立加計中学校 第二学年)
単元名 推敲力をつけよう
単元計画
(全6時間)
1例文を使って、表記に関する推敲の仕方を学習する。
2例文を使つて、内容 と構成に関する推敲の仕方を学習する。
3意見文①『公園にゴミ箱は必要か』を書き、「推敲シート」を使つて推敲する。
4意見文①を「批正シート」を使つて相互批正し、それを参考に清書する。
5意見文②『中学校に制服は必要か』を書く。
6教師批正を参考に意見文②を清書し、単元のまとめを行う。
評価の方法 自己評価、4人グループによる相互評価
評価の順序 自己評価→相互評価
評価の観点
内1容
構成
表1記
自分の意見(結論)がはつきりしているか。
根拠を二つ以上示 しているか。
話題がそれていないか。
根拠は具体的(数値 。体験 。見聞)か。「思 う」は無いか。
反論を予想 し、それに反論を加えているか。
二段落一内容になっているか。
接続語を正 しく使っているか。
指示語を使 うべき所は無いか。使いすぎは無いか。
段落の並べ方(結論・根拠・反論予想 。結論)は効果的か。
論理の展開の型(頭括型 。尾括型 。双括型)を使つているか。
原稿用紙の使い方は正 しいか。
字は丁寧か。誤字・脱字・句読点の誤 りは無いか。
指摘された文字数を守つて書いているか。(九割以上が目安)
長すぎる文、意味やつなが りがおか しい文はないか。
文体を常体(だ。である)に統一 しているか。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
推敲の段階 第1次意見文を記述した後
備考 。4段階に分けた指導を行つている。
第一段階 推敲の観点ごとに例文を推敲させる。
第二段階 「推敲シー ト」を使つて、自分が書いた意見文を推敲させる。
第二段階 「批正シー ト」(「推敲シ‐ 卜」を批正用に変更したもの)を使つて、
友人と相互批正を行わせる。
第四段階 推敲の観点と方法を適用した意見文を書かせる。(意見文②)
。推敲活動に特化した単元である。自分の文章を推敲させる前に、例文を使つ
て推敲の練習をさせている。
・推敲活動だけに絞つた単元計画。取材・構成の段階を削ることができる。
「書いた文章を推敲する」
実践者 加藤克人(山梨県甲府市立北中学校 第二学年)
単元名 意見文を書く
単元計画
(全4時間)
【第 1次】
○自分の身の回りや新聞記事、ニュースなどから、社会や地域について疑
間に思つたり、もつと知りたいという課題をみつける。(授業よりも前に
各自で見つけておくように指示しておく。)
○課題について調べたことをもとに意見文の構想を立てる。
○意見文を書く。
【第2次】
○推敲するために必要な観点について例文を用いて学習する。
【第3次】
○意見文を「主語と述語を近づける」。「長い修飾語は避ける」。「修飾語は
修飾される語に近づける」。「主語と述語の関係が乱れないようにする」に
基づいて推敲する。
評価の方法 【自己評価】
評価の順序 自己評価のみ
評価の観点 主語 と述語を近づける
長い修飾語は避ける
修飾語は修飾 される語に近づける
主語 と述語の関係が乱れないようにする
?
?
?
?
評価の段階 意見文を記述した後
備考 。取材の指導をしないで、授業よりも前に課題を各自で見つけておくよう
に指示している。
。「文章の組み立て」(文の成分がどのように組み立てられているか、文節
や連文節を手がかりにしたり、様々な文型について考えさせたりする。)
に注目した実践である。
・推敲する前に例文を使って一度練習させている。
実践者 植西浩一(奈良教育大学付属中学校 第二学年)
単元名 道順を説明する
単元計画
(全3時間)
1課題 と条件を理解 し、「速く的確に書くためのメモ」にしたがつて作文の構成
を練る。
作文の書き出しを書き、友達の書き出しを見て、意見を出 し合 う。
2作文を書 く。
3「ア ドバイスカー ド」を使つて相互評価 し合い、それをふまえて作文を推敲
する。
評価の方法 【ペアによる相互評価 1】
【ペアによる相互評価 2】
作文を半分書き上げた段階で
ア ドバイスカー ドを使つて
評価の順序 ペアによる相互評価 1→ペアによる相互評価 2
評価の観点 【ペアによる相互評価11(O△の二者択一で)
①説明は正確か。
②必要な事柄と省くべき事柄の選択は適切か。
③初めての人がその説明だけで迷わずに来られるか。
【ペアによる相互評価 2】
①分かりやすく的確に説明されているところ。よく書けているところ
②説明が分かりにくいところ。改善したほうがよいと思うところ
③総合評価 (◎○△とコメント)
評価の段階 【ペアによる相互評価 1】
【ペアによる相互評価 2】
作文を半分程度書き上げた段階
作文を全文書き上げた後
備考 。短時間で完結する学習にするために、次の点に留意して課題を設定している。
①明確な目標が立てられ、自己評価や相互評価のしやすい課題にする。
②取材に多くの時間がかからない課題にする。
③分量条件や目的・相手・書き手の立場にそつた必要かつ十分な記述を求める
課題にする。
。いきなり記述に入ると学習者の抵抗が大きいので、「構想・構成メモ」と記述
のためのヒントを合わせた手引きを用意している。
・短時間で書かせるために、日標をしつかり理解させ、その達成に向けて内容
を絞り込んだ学習をさせている。
。「書けないときのア ドバイスカー ド」を希望者に配布 し、記述のヒントにさせ
ている。
・短時間で効率よく書かせるために、記述途上での推敲と軌道修正も必要。
・第2時の学習後、作文を回収して点検し、記述に特色のある作品を何点か選
び対比的に配置したものを、第3時の学習資料に準備している。第3時の冒
頭では、この学習資料を読ませながら、自分の説明の仕方を見直させている。
相互評価を生かして小論文を書く
実践者
単元名 メディアは何を変えるのか?―インターネットやケータイー
単元計画
(全6時間)
1.2①本文を黙読し、印象に残つた文を抜き出す。
②本文を黙読し、「学習活動その 1」 で抜き出した文の中から、最も興味。関
心をもつた文を一つ選ぶ。
③「学習活動その 2」 で選んだ文の内容と自分との関わりについて説明する
文を書く。
3.4①小論文の型を知る。
②インターネットを使って情報収集する。
③小論文を書く。
④小論文を自己評価する。
5.6①4～5人のグループで小論文を回覧し、他者の小論文について、「ほめてあ
げたい点」と「改善へのアドバイス」を、二色の付箋に書き分けて指摘する。
②自己評価や相互評価を生かして小論文を推敲する。
③推敲した小論文について振り返りをする。
評価の方法 【自己評価】
【グループによる相互評価】
評価の順序 自己評価→グループによる相互評価
評価の観点 具体的な評価の観点はない。
【自己評価】「よく書けたと思う点」及び「改善が必要な点」
【相互評価】「ほめてあげたい点」及び「改善へのアドバイス」
推敲の段階 小論文を記述 した後
備 考 ・グループの人数を 5、 6人としている。
。「ほめてあげたい点」と「改善へのア ドバイス」を、各人が一個ずつ指摘させ
る。
・生徒の作品は、名前を伏せてコピ‐して配布する。
・相互評価を付箋に書く際も、遠慮のないように匿名で記入 させる。
・他者の指摘を見て影響されないように、記入済みの付箋は回覧終了後に貼る。
・推敲は 1回とする。
中学校国語科における説得力のある文章を書かせる指導の工夫
実践者 徳澄知誓(宇城市立豊野中学校 第二学年)
単元名
単元計画 テーマを選び立場を決める
必要な材料を集める
材料を選び構成メモを作る
構成メモに沿つて下書きを書く
二つの文章を比べて読む
説得力のある文章のポイントと評価読みの視点をとらえる
課題のある文章を評価読みする
下書きを自己評価する
相I評価 しア ドバイスし合 う
自己評価と相互評価を基に構成メモを作り直す
構成メモに沿つて清書を書く
清書を自己評価及び相互評価し良くなつた点を確認 し合 う
・方法 【自己評価。相互評価1】
【自己評価・相互評価2】
・順序 自己評価 。相互評価→自己評価 。相互評価
・観点 ①主張や意見の明確化  ②主張や意見の一貫性  ③理由の妥当性
④理由の不足      ⑤具体的事実の妥当性  ⑥具体的事実の不足
⑦反論への反論の妥当性 ③配列の工夫
・段階 下書きを書いた段階で、評価読みの練習を行い自己評価 。相互評価をする。
その後清書したものをもう一度自己評価 。相互評価する。
その他 ・推敲する前に評価読みの練習をさせている。複数の文章例を評価読みし、
評価読みの視点をとらえさせている。また、評価読みを繰 り返しその習熟を
図つている。
・評価読みの練習を通して学習した力を生かして、説得力のある文章になる
ように下書きを推敲させている。
。すぐに推敲に移らないで、推敲の練習をさせて
【手立て 1】
補助教材を活用し、論理の展開の基本的な型と評価読みの視点をとらえさせる。
【手立て2】
評価読みの視点を基に、自他の文章を評価読みさせる。
「自分の考えを持ち、生き生きと表現する国語科学習指導」
実践者 平井千加子(高知市立土佐山小学校 第六学年)
単元名 「市長さんに土佐山のことを分かりやすくしょうかいしよう」
単元計画
(全5時間)
1 土佐 山について調べたことや意見の中か ら、市長 さんに伝えたいことを
選択 しカー ドに記録する。
2 教材文を参考に、構成の仕方を話 し合 う。
3 実際に新聞記事を書いている人に紹介文の書き方を聞く。
4 各自で記入 したカー ドを、文章の順序を考えて構成表に並べる。
5 文章構成表をもとに、紹介文を書く。
6 書いた紹介文を読み合い、書き直そうと思 う部分を見つける。
7 紹介文を書き直す。
8 紹介文を互いに読み、感想を伝え合 う。
評価の方法 相互批正
評価の順序 相互批正のみ
評価の観点 よかつたよメッセージ
もつとよくなるア ドバイス
明確な観点は無し
評価の段階 紹介文の記述後
備考 。作文実態調査を行つている。「私の友達」という題で、特に記述前の指導
はせずに40分程度で作文を書かせ、その作文を①主題の明確さ②取材(内
容)③言語事項に関する誤り④段落の4観点で分析している。
・書くことの意識調査の結果を分析して特に注目したのは、書いた文章を人
に読まれたくない児童が多数いたこと。
・「書いた文章を友達に伝え、友達との関わりの中で自分の紹介文を認めて
もらう喜びや、より良い紹介文へと高めていく楽しさを感じさせたいと考え
たからである。」情意面のために相互批正を取り入れている。
。「友達の紹介文に対して良い点は見つけられたものの、ア ドバイスをする
ことは簡単なことではなく、的確なア ドバイスをすることができたのはごく
少数の児童であった。
「互いにかかわり合いながら思考を深め、自己肯定感を高める指導の工夫」
実践者 本丸中学校
単元名 分か りやすく説明 しよう
単元計画 1枚50字の原稿用紙短冊に記入
短冊を貼り合わせて文章を作成
4人1組のグループで読み比ベ
提示された観点で他者の文章を評価
良い点 。改善点 。ア ドバイスを記入
グループ内での相互評価の繰り返し
他者の評価を基に自分の文章を推敲
?
?
?
?
?
?
?
評価の方法 4人グループによる相互評価
評価の順序 相互評価
評価の観点 ①誤字・脱字はないか。
②文体(常体 。敬体)は統一されているか。
③夢中になっているもの。ことがはつきりと書かれているか。
④構成(初め。なか。終わり)に気を付けて書いているか。
⑤どれほど夢中になつているのか、理由や具体例はあるか。
推敲の段階 第1次作文作成後
備考 ・評価の観点を示し、配布 した資料には、それぞれどんなコメントを書くのか
例もつけている。それを使つて教師が黒板で評価の書き込みをやつて見せた。
・3分間で次の作文と交換。前の人が書いたコメントを読み自分の評価を付け
加えていく。
第 1学年 国語科学習指導案 1/10
1.本時の目標
・説明文とはどのような文章なのか理解できる。【「書くこと」(イ)】
。マッピングを使い、説明文を書くための情報を引き出すことができる。
【「書くこと」(ウ)】
2.本時の展開
時間 学習活動 指導上の留意点
・違つていたらどこが違うか考えさせ、合
つていたらどこに注意 して書いたか考えさ
せる。
どう違うか考える。
使つて情報を引き出す。       |・授業者が実際にマッピングをや りながら
説明する。
・情報を引き出す際、時間を10分と決めて
ゲーム的に行う。
・テニマは「学校・自分・明石」の中から
選ばせる。
・目標は20個であると説明する。
5  18本時の学習を振 り返る。 。次時は説明文を書くことを伝える。
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第1学年 国語科学習指導案 2/10
1.本時の目標
・マッピングで書き出した項目の中からどの項目を説明するか選び構成を考える。
【「書くこと」(イ)】
。構成メモをもとに第1次作文を書く。【「書くこと」(ウ)】
2.本時の展開
時 間 学習活動 指導上の留意点
10
5
10
10
10
5
1.漢字テス トをする。
2.マッピングで書き出した項目の中か
らどの項目を説明するか選ぶ。
①マッピングの中で説明したい部分
を丸で囲む。
②マッピングで書き出した項目の中
から説明する事柄を選ぶ。
3.選んだ項目をどの順番で説明するか
構成メモに書く。
4.原稿用紙の書き方を理解する。
第1次作文を書く
5.本時の学習を振り返る。
6.次時の予告をする。
。赤ペンで丸を書かせる。
・授業者が黒板を使い、実際に書いて説
明する。
。構成メモを配る。
・机間巡視をしながら、活動内容が分か
らない生徒には個別に対応していく。
。便覧P246.247を使い、以下の4点を
説明する。
○題名は、一行日の上から二・三字あ
けて書く。
○名前は、題名の次の行に、下の方を
一～三字あけて書く。
○本文は名前の次の行から書く。
○書き出しは、最初の一字分をあけ
て、ニマスロから書く。
・原稿用紙を2枚ずつ配る。
・字数は400字～800字で書くように指
示する。
・作文の残りは宿題にする。
・次時から教科書の説明文を読み、筆者
の工夫点を自分の説明文に活かしてい
くことを伝える。
ヾ糠(
へ|トベCぬく姜罵騨職Dン絆通い滅量壌榊編器卜黙鼈■■桑秦°
職
巨卜 V卜J詢築藤榔 0製藉
′
ll lべ藉 41・lk,041い姜響崚p導択Ю―tl傘桑かヤト ■
名和絆択弓^ぼ
団  際ヽ心 狗ヽ
=犠か心 たヽ却最
戯 lり1ル151
麟 繭 臨
奪 覇輔 畷
め ヽハ2悠国O熱錘
菫
゛
守 罐
國
12
第1学年 国語科学習指導案 3/10
1.本時の目標
。段落ごとの話題の共通性や段落と段落を結ぶ接続表現に着日し、「問い～説明～答え」
の関係を見つけることができる。【「読むこと」(イ)】
2.本時の展開
時間 学習活動 指導上の留意点
2.成績に関係 しないことを伝える。i° li:[:::il]』]i
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第 1学年 国語科学習指導案
1.本時の目標
。調査における事実をワークシー トに沿つて整理でき、グラ
比べながら、筆者が着眼した点について考えることができ
。第一段落における筆者の工夫点を見つけることができる。
2.本時の展開
4/10
フと本文との内容を読み
る。【「読むこと」(イ)】
【「読むこと」(工)】
時間 学習活動 指導上の留意点
10
5
5
15
15
1.漢字テス トをする。
2.「問い」 と「答え」の部分をおさえ、
段落間の 「接続表現」を手がかりに全
文を四つの段落に分ける。
3.第一段落を読む。
4.第一段落をワークシー トに沿つて整理
する。
①第一内落で書かれている事実を整理
する。
②調査をして分かつた事実とグラフを
比べながら読み、筆者が着眼した点
について考える。
5。第一段落における筆者の工夫点を見つ
ける。
次時の予告をする。
・授業者が四つの段落に分けてしまい、
なぜそのように分けたのか根拠を説明
する。
・段落に書かれている内容を意識させて
読ませる。
。ワークシー トを配布する。
。以下の項 目でワークシー トにまとめさ
せる。
○調査の目的
○調査の場所
〇調査の方法
○調査でわかったこと
。以下のような工夫点を生徒から出させ
る。
○呼びかけ
○調査についての項 目整理
(調査の 目的～場所～方法～結果～
分析 )
○ナンバ リング(一つ日は、二つ目は)
○具体的な数字
○グラフの活用
・個人で考えた後、班で話 し合 う。
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第1学年 国語科学習指導案 5/10
1.本時の目標
。オオバスノキとアキノキリンソウの違いを、ワークシー トに従つて整理できる。
【「読むこと」(イ)】
。第二段落で新たに提示される二番目の問いをおさえ、その問いを解くためのカギを
教科書の記述から見つけられる。【「読むこと」(イ)】
2.本時の展開
時間 学習活動 指導上の留意点
10
5
20
15
1.漢字テス トをする。
2.第二段落を通読する。
3.第二段落で述べられている「問い」を
おさえ、どのような「答え」を導いて
いるか整理する。
①第二内容段落で提示されている「問
い」をおさえる。
② 「オオバスノキ」と「アキノキリン
ソウ」の違いをワークシー トに従つ
て整理する。
③ 「オオバスノキ」と「アキノキリン
ソウ」の違いから、どのような 「答
え」を導いているかを考える。
第二段落で新たに提示される二番目
の問いをおさえ、その問いを解くた
めのカギについて考える。
① 「問い」と「その問いを解くために
必要なこと」をお さえる。
6.次々 の予告をする。
。「問い～説明～答え」という論の流れ
になっていることをもう一度捉えさせ
る。
・ワークシー ト2を配布する。
。ワークシ‐ 卜にまとめさせる。
。「問い」と「答え」が書かれている箇
所を見つけ、教科書に線を引かせる。
??
?
?
?
?
ワーク
ワーク
卜3を西己布する。
卜にまとめさせる。
・該当する教科書の記述に線を引かせ
る。
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第1学年 国語科学習指導案 6/10
1.本時の目標
。ワークシー トに従つて文章を整理 していき、「植物にとつての花の役害J」 についてま
とめることができる。【「読むこと」(イ)】
。第二段落における筆者の工夫点を見つけることができる。【「読むこと」(工)】
2.本時の展開
時間 学習活動 指導上の留意点
10
20
10
10
1.漢字テス トをする。
2.第二段落で新たに提示される二番目の
問いをおさえ、その問いを解くための
カギについて考える。
① 「問い」と「その疑間を解くために
必要なこと」をおさえる。
②形式段落⑫の中から接続語をワーク
シー トに抜き出させる。
③ 「植物にとつての花の役割」とは何
か、接続語の役割に注意しながら読
み、文章に書いてまとめる。
3.第二段落における筆者の工夫点を見
つける。
4.第二段落の後半で述べられている根
拠をワークシー トに整理する。
① ⑬段落から最後までを通読する。
② 「ハナバチ」と「ハナアブ・ハエ」
の違いをあらかじめ示した観点に従
って考える。
。「植物にとつての花の役害J」 とは何か
について、接続語を線で囲ませながら、
形式段落⑫を読ませる。
。「植物にとっての花の役割」について
ワークシー トにまとめさせる。
。それぞれの接続語が、文と文の関係を
どのように繋げているか捉えさせる。
。以下のような工夫点を生徒から出させ
る。
○論の構造(問い～説明～答え)
○写真の活用
○対比
〇文と文をつなぐ接続語
○段落と段落をつなぐ接続語
。個人で考えた後、班で話 し合 う。
ワークシー ト4を配布する。
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1.本時の目標
・ワークシー トに従つて文章を整理 していき、「オオバスノキ」
のそれぞれについて、花の形の違いをその理由とともに書く
第 1学年 国語科学習指導案 7/10
と「アキノキリンソウ」
ことができる。
【「読むこと」(イ)】
。第二段落と第四段落における筆者の工夫点を見つけることができる。
【「読むこと」(工)】
2.本時の展開
時間 学習活動 指導上の留意点
10
10
10
10
10
1.漢字テス トをする。
2.第二段落の後半で述べ られている根拠
を整理する。
①教科書P19L17から最後までを通
読する。
② 「ハナバチ」と「ハナアブ・ハエ」
の違いをあらかじめ示した観点に従
つて考える。
第二内容段落で述べられている筆者の
考えをまとめる。
①第二段落で提示された「問い」に対
して導かれた 「答え」について考え
る。
② 「オオバスノキ」と「アキノキリン
ソウ」のそれぞれについて、花の形
の違いをその理由とともに書かせ
る。
第四段落を読み、筆者のまとめを理解
する。
第二段落と第四段落における筆者の工
夫点を見つける。
。生徒が黒板に書いている間に机間巡
視をする。
。「オオバスノキ」と「アキノキリンソ
ウ」のそれぞれについて、花の形の違
いをその理由とともに書かせる。
。「答え」の部分に線を引かせる。
・空欄のある定型の文章を与えて難易
度を下げる。
。以下のような工夫点を生徒から出さ
せる。
○対比
〇文と文をつなぐ接続語
○段落と段落をつなぐ接続語
○写真の活用
?
?
第 1学年 国語科学習指導案 8/10
1.本時の日標
。「花の形に秘められたふしぎ」における工夫点を見つけることができる。【「読むこと」
(工)】
。「花の形に秘められたふしぎ」における工夫点を自分の説明文に取り入れて書くことが
できる。【「書くこと」(ウ)】
2.本時の展開
時間 学習活動 指導上の留意点
10
10
5
20
漢字テス トをする。
2.今まで学んだ「花の形に秘められ
たふしぎ」について筆者の工夫点を
まとめる。
3.授業者が作成した例文「ボリウッ
ド」を読む。
4.工夫点を一つ以上使つて、説明文
を書き直す。
本時の学習を振 り返る。
・個人で考えたのち、学級全体で出し合い、
授業者が整理する。
○口乎びかけ
○ナンバリング(一つ目は、二つ目は)
○具体的な数字
○例示
○対比
〇接続語
○論の構造 (問い～説明～答え)
・今回の学習では、グラフや図は使わないこ
とを説明する。
例文を配布する。
例文は授業者が範読する。
・第2次作文で書く内容は、
じでいいと伝える。
・作文が進まない生徒には、
たりして書く抵抗を減らす。
グや構成メモを見直して書く
与える。
第1次作文と同
書き出しを与え
また、マッピン
ためのヒントを
振 り返 リシー トと第2次作文を回収する。
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第 1学年 国語科学習指導案 9/10
1.本時の目標
・評価の観点(誤字脱字・文体の統一・一段落一内容 。一文の長さ・主題の明確さ)が分
かり、その観点に従つて、授業者が用意した例文「イルカの眠り方」を推敲すること
ができる。【「書くこと」(工)】
2.本時の展開
時間 学習活動 指導上の留意点
10
20
?
?
1.漢字テス トをする。
2.ワー クシー トを使つて、評価の観
点を確認していく。
①例文を見て、どこに間違いがあ
るか探す。
(誤字脱字・文体の統一 。一段落
二内容)
②一文が長い文章を見て、短く文
章を分ける。 (一文の長さ)
③文章を見て、その文章のタイト
ルを考える。(主題の明確さ)
3.例文「イルカの眠り方」を使い推
敲の練習をする。
4.本時の学習を振り返る。
・ワークシー トを配布する。
。文章例を黒板に貼つていく。
・文章を見比べた時、どこを見たら良いのか
(観点)を提示する。
・推敲記号の使い方を説明する。
・授業者と同じようにワークシー トに赤ペン
で推敲記号を書かせる。
・②では、二つの短い文章に直して、ノー ト
に書かせる。
・③において、タイトルが考えられない文章
は、主題が明確でないからだと捉えさせる。
。「主題の明確さ」という言葉の意味を教える。
・教科書で習つた説明文「花の形に秘められ
たふしぎ」も主題が明確であつたことを振り
返らせる。
・例文「イルカの眠り方」を配布する。
・推敲記号は赤ペンで記入させる。
・直す箇所は4つあると伝える。
・個人で推敲した後、グループ、全体という
流れで確認していく。
・次回は自らが書いた説明文を自分で推敲し
てもらうことを予告しておく。
。次回推敲する時は、第9時で扱つた5つの
観点を使うように説明する。
・振り返リシー トを回収する。
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1学年 国語科学習指導案 10/10
1.本時の日標
・評価の観点 (誤字脱字・文体の統一・一段落―内容・一文の長さ・主題の明確さ)に
従つて自分の文章を評価できる。【「書くこと」(工)】
・自己評価を基に推敲できる。【「書くこと」(工)】
2.本時の展開
第
時間 学習活動 指導上の留意点
10
10
10
10
5
5
1.漢字テス トをする。
2.評価の観点に従つて自分の文章を
評価する。
3.自己評価を基に自分の文章を推敲
する。
推敲を基にして最終作文を書く。
5.アンケー トを書く。
6.本時の学習を振り返る。
・評価シー トを配布する。
・評価の観点は前時で取り上げた5つ
を使う。
O誤字脱字
○文体の統一
〇一段落―内容
○一文の長さ
○主題の明確さ
・評価シー トに従つて評価させ、評価
の理由を書かせる。
・推敲記号を使つて文章を推敲させる。
・推敲記号は教科書 p.294に載つてい
ることを伝える。
・推敲は赤色のペンで行わせる。
・評価できた者から順次推敲させる。
・原稿用紙は生徒が推敲している時に
配布しておく。
・アンケー ト、第2次作文、最終作文、
振り返リシー トを回収する。
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第2学年 国語科学習指導案 1/4
1.本時の目標
・テーマを決めて、説明や具体例を加えたり、描写を工夫したりして説明文を書いて
いる。【「書くこと」(ウ)】
2.本時の展開
時間 学習活動 指導上の留意点
10
5
5
10
15
5
漢字テス トをする。
単元の流れの説明を聞く。
作文の書き方を確認 していく。
例文を読む。
作文を書くためのテーマを考える。
説明文を書く。
本時の学習を振 り返る。
次時の予告をする。
作文を書き、推敲活動に重点をおく
とを伝える
推敲とは何かを説明する。
故事成語を説明する。
文章構成の型を確認する。
・具体的に詳 しく書くために5WlH
で書く方法を教える。
テーマは部活であると伝える。
授業者が範読する。
・個人で発表 した後、どのようなテー
マで書くかグループで話し合わせる。
・4人グループの理由を説明する。
・4人グループにする。
・字数は400字とする。
25
第2学年 国語科学習指導案 2/4
1.本時の目標
。自らの文章を評価に関する8つの観点に基づいて評価でき、より分かりやすい表現を考
えることができる。【「書くこと」(工)】
2.本時の展開
時間 学習活動 指導上の留意点
10
5
?
?
?
?
1.漢字テストをする。
2アンケー トを記入する。
3.手引き (ワー クシー ト)を使つて推敲
の練習をする
`
4自己評価シー トを見て、推敲の観点を
確認する。
・漢字テス トを行う前に宿題の作文を書い
て来ているかチェックをする。
・アンケー トを配布する。
・手引き (ワー クシー ト)を配布する。
・自己評価シー トに記載してある評価の観
点で難しいものを取り上げ、手引き (ワー
クシー ト)で確認していく。
・手引きの①「一つの段落に一つの事柄」
では、推敲記号 (改行する)を使つて推敲
の練習をさせる。
,推敲の練習は赤ペンで行わせる。
・手引きの②「長い文は句点を使つて適切
に切る」では、一文でできている例文に句
点を使つて3つの短い文に直させる。
・手引きの④「主題がはつきりしているか」
では、例文のタイトルを記述させ、なぜ様々
なタイ トルになるのかを考えることによ
り、主題が明確でないことを提えさせる。
・手引きの⑤「主語と述語を対応させる」
では、主語と述語のどちらに文を合わせる
かによつて2通りの書き方がある事を捉え
させる。
・自己評価シー トを配布する。
。その他の欄には自己評価シー トに載つて
いない観点で、直した方がいいものを記入
させる。
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・自己評価シー ト記入例を配る。
5自己評価シー ト記入例を見て、自己評 |。自己評価のコメント欄にどのようなこと
価シー トの書き方を理解する。     |を書けばいいのかを提示する。
・ 自己評価カー ドに従 つて評価 させ、評価
10 16自己評価シー トの観点に従つて自分の |の理由を書かせる。
文章を評価する。           |。机間指導をし、書き始められない生徒が
いたら、コメント欄にどのようなことを書
けばいいのか助言をする。
・評価が終わったら、小さな声で音読させ、
不適切な箇所があれば自己評価シー トに記
入させる。
・振 り返 リシー トを回収する。
5 17本時の学習を振り返る。
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第2学年 国語科学習指導案 3/4
1.本時の目標
・書いた文章を互いに読み合い(8つの観点に従つて評価やアドバイスを行い、質疑応答
を通じて意見交換ができる。【「書くこと」(オ)】
2.本時の展開
指導上の留意点及び支援の工夫
1.漢字テス トをする。
2前時で配布された自己評価シー トの
記入例をもう一度確認する。
3.相互評価活動のルールを確認する。
4.「相互評価シー ト」を活用し、4人1
組で互いの文章を相互評価する。
・アドバイスの欄はできるだけ具体的に
書くように説明する。
・相互評価の観点は自己評価で扱つたも
のと同じものとする。
・相互評価シー トの書き方は自己評価シ
ー トと同じ書き方とする。
。今日の授業は黒板をノー トに写さなく
てよいことを伝える。
・ルールを板書 し、以下の3点を確認さ
せる。
①作文は時計回りに回して読んでい
く。
②lつの作文につき、読んで評価シー
トに記入する時間は4分を設ける。
③点数をつけるためではなく、その人
の作品をより良くするための手助け
だと確認する。
・グループのメンバーによる指摘や提案
を採用して、書き直すかどうかの最終判
断は、書き手がすることを伝える。
・相互評価シー トを配布する。
・相互評価シー トは1人3枚ずつ取らせ
る。
・4人グループにさせる。
28
・作者に相互評価シー トを渡すのは最後
にすることを説明する。
・相互評価を始める前に相互評価シー ト
に評価者の名前を書かせる。
・机間指導をして、書き進められない生
徒の手助けをする。
こ時間はス トップゥォッチで測る。
10 15.相互評価で出た評価に対し、質疑応答 |・初めに2分間グループのメンバーが書
するために交流する。         |いた相互評価シー トを見る時間を設け
る。
・交流のルールを板書し、以下の2点を
確認させる。
①廊下側の前の席にいる生徒から順番
に、時計回りで2分ごとに質疑応答
させる。
②自分の作文、自分へのアドバイスに
ついて意見の交換をする。
10 16本時の感想を発表する。 ・友達から指摘されたことをそのまま受
け入れるのではなく、一度考えて意見を
取り入れるかどうかは自分で考えること
が大切だと説明する。
7振り返リカー ドを記入する。     |・相互評価シー ト、振り返リカー ドを回
収する。
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第2学年 国語科学習指導案 4/4
1 本時の目標
。自己評価と相互評価をもとに、より分かりやすく最終作文を書くことができる。【「書
くこと」(ウ)】
。自己評価と相互評価をもとに、書き直すところを検討して、加筆 。修正することが
できる。【「書くこと」(工)】
2 本時の展開
時間 学習活動 指導上の留意点
5
10
15
10
10
1.漢字テス トをする。
2.推敲記号を使い自分の作文を推敲す
る。
3.自己評価と相互評価をもとに、書き直
しをする。
単元を振 り返り感想を書く。
アンケー トを書く。
・推敲は赤色のペンで行わせる。
。早く推敲ができた者は書き直しをさ
せる。
。相互評価で出された改善策を参考に
させる。
・相互評価で指摘された箇所を書き直
すかどうかは自分で考えることを伝
える。
。原稿用紙は生徒が推敲している時に
配布しておく。
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